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は
じ
め
に

　

大
乗
淑
徳
学
園
学
祖
・
長
谷
川
良
信
（
以
下
「
学
祖
」
と
略
記
す
る
こ
と
も
あ
る
）
の
思
想
と
そ
の
実
践
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
様
々

な
視
点
か
ら
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
て

（
1
）

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
仏
教
史
の
視
点
か
ら
見
た
一
人
の
仏
教
者
と
し
て
の
評
価
は
い
ま
だ
定

ま
っ
た
も
の
が
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
ま
た
、
教
育
者
、
社
会
事
業
家
と
し
て
の
活
動
は
そ
の
業
績
を
た
ど
る
こ
と
で
、
お
お
ま
か
な
足

取
り
は
つ
か

（
2
）

め
る
と
し
て
も
、
宗
教
者
と
し
て
の
思
想
・
活
動
は
、
そ
の
よ
う
な
外
面
的
成
果
を
判
断
の
材
料
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
ら
、
そ
の
扱
い
は
容
易
で
は
な
か
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
多
面
的
な
活
動
を
お
こ
な
っ
て
き
た
長
谷
川
良
信
を
一
人
の
仏
教

者
と
し
て
統
合
的
に
捉
え
る
こ
と
を
試
み
、
ま
た
、
彼
が
目
指
し
た
教
育
の
理
想
、
す
な
わ
ち
大
乗
仏
教
精
神
に
も
と
づ
く
教
育
に
つ
い

て
、
歴
史
的
観
点
か
ら
の
考
察
を
お
こ
な
う
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
学
祖
の
教
育
理
念
を
理
解
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
彼
が
心
血
を
注
い
で
作
成
し
た
本
学
園
共
通
の
聖
典
で
あ
る
『
大
乗
淑
徳
教

本
』
が
一
つ
の
手
が
か
り
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
論
を
始
め
る
こ
と
に
す
る
。

＜
共
同
研
究
報
告　

二＞

　

　

学
祖
・
長
谷
川
良
信
の
教
育
理
念
と
そ
の
源
流

　
　
　
　

│
大
乗
仏
教
と
の
関
わ
り
を
中
心
に

│　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　

古
宇
田　

亮　

修
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一、『大乗淑徳教本』の刊行とその構成　

一
、『
大
乗
淑
徳
教
本
』
の
刊
行
と
そ
の
構
成

　
『
大
乗
淑
徳
教
本
』（
以
下
『
教
本
』
と
略
す
）
は
、
一
九
六
三
年
（
昭
和
三
八
）
四
月
、
淑
徳
創
立
七
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し

て
、
編
集
刊
行
さ
れ
た
。
長
谷
川
良
信
は
、
当
時
、
七
二
歳
で
あ
っ
た
。
最
初
は
、
全
学
園
に
読
ま
せ
る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
計
画
で

あ
っ
た
が
、
幼
、
小
、
中
、
高
、
短
期
大
学
と
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
差
、
学
力
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
学
生
以
上
に
対
象
を
絞
っ
て
、
幼

稚
園
、
小
学
校
は
、
版
を
改
め
て
編
集
す
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。

　

そ
の
ね
ら
い
に
つ
い
て
は
、
長
谷
川
自
身
の
序
言
に
明
確
で

（
3
）

あ
る
。

　

こ
の
書
を
名
づ
け
て
大
乗
淑
徳
教
本
と
い
う
。
本
学
園
に
所
属
す
る
各
学
校
で
少
な
く
と
も
年
間
毎
月
一
回
以
上
行
な
わ
れ
る
「
宗

教
行
事
」
に
お
い
て
こ
れ
を
読
誦
し
、
唱
詠
し
、
講
讃
す
る
た
め
の
聖
典
と
す
る
。
ま
た
、
学
校
の
教
科
と
し
て
の
道
徳
の
時
間
や
宗

教
の
時
間
に
生
徒
に
必
携
さ
せ
る
教
材
と
し
、
さ
ら
に
ま
た
本
学
園
建
学
の
基
本
精
神
と
し
て
、
釈
尊
、
聖
徳
太
子
、
法
然
上
人
、
な

い
し
校
祖
輪
島
聞
声
法
尼
や
、
恩
師
渡
辺
海
旭
師
に
よ
っ
て
教
え
ら
れ
た
「
大
乗
淑
徳
精
神
」
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
全

学
園
の
教
職
員
や
生
徒
に
と
ら
え
、
か
つ
会
得
さ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
信
念
形
成
、
人
格
形
成
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
た
ら
し
め
た
い
と
念

願
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
『
教
本
』
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。

　

第
一
点
と
し
て
大
乗
淑
徳
学
園
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
大
乗
淑
徳
精
神
」
は
、
①
釈
尊
、
②
聖
徳
太
子
、
③
法
然
上
人
、
④
校
祖
輪
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島
聞
声
尼
、
⑤
恩
師
渡
辺
海
旭
師
の
五
者
を
拠
り
所
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
し
め
る
こ
と
。

　

第
二
と
し
て
、
こ
の
『
教
本
』
を
大
乗
淑
徳
学
園
共
通
の
宗
教
行
事
の
聖
典
、
宗
教
教
育
の
教
材
と
す
る
こ
と
。

　

第
三
に
、
こ
の
『
教
本
』
に
説
く
と
こ
ろ
の
「
大
乗
淑
徳
精
神
」
を
、
本
学
園
の
生
徒
、
全
教
職
員
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
会
得
さ

せ
る
こ
と
。

　

次
に
、
本
論
に
入
る
前
に
こ
の
『
教
本
』
の
構
成
を
次
に
掲
げ
よ
う
。

　
　

序
言　

　

凡
例　

　

諸
経
解
説　

　

式
典
行
事
解
説
（
花
ま
つ
り
、
御
忌
、
魂
ま
つ
り
、
彼
岸
会
、
成
道
会
、
涅
槃
会
）

　

第
一
編　

学
園
礼
誦
式

　
　

月
影　

さ
ゝ
ぐ
み
あ
か
し

　
　

音
楽
法
要
式

　
　
　
　

香
を
献
ぐ　

献
香
・
花
・
燈　

三
宝
礼　

帰
敬
文　

懺
悔
文　

回
向
文　

開
経
文　

如
来
の
光
明　

四
弘
誓
願

　
　

一
般
法
要
式

香

、
帰
敬
文
、
三
帰
、
懺
悔
、（
十
念
）、
開
教
偈
、
四
誓
偈
、
如
来
光
明
歎
徳
章
、
晨
朝
の
偈
、
日
中
の
偈
、
日
没
の
偈
、

一
枚
起
請
文
、
摂
益
文
、（
念
仏
一
会
）、
廻
願
、
総
回
向
文
、（
十
念
）、
四
弘
誓
願
、
三
唱
礼
、
三
法
印
、
五
戒
の
文
、
食
事

五
観

　
　

仏
教
聖
歌
集

朝
の
歌
、
夕
・
朝
の
歌
、
朝
・
昼
・
夕
の
歌
、
夜
の
歌
、
今
日
の
つ
ど
い
、
池
の
水
、
法
の
御
山
、
春
、
夏
、
秋
、
冬
（
法
然
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上
人
御
歌
）、
法
然
上
人
奉
讃
歌
、
法
然
上
人
頌
、
花
祭
の
歌
、
聖
誕
祝
歌
、
月
影
（
合
唱
歌
）、
魂
ま
つ
り
の
歌
、
成
道
の
歌
、

涅
槃
会
の
歌

　

第
二
編　

聖
典
集

　
　

第
一
、
摩
訶
般
若
波
羅
密
多
心
経
な
ら
び
に
意
訳　

　

第
二
、
妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品　

　

第
三
、
心
地
観
経
報
恩
品
抄

　
　

第
四
、
優
婆
塞
戒
経
抄　

　

第
五
、
勝
鬘
経
抄　

　

第
六
、
玉
耶
経
抄　

　

第
七
、
仏
説
観
無
量
寿
経
抄

　
　

第
八
、十
七
条
憲
法

　

第
三
編　

指
向
集

　
　

第
一
、
組
織
と
理
念
（
内
容
省
略
）

　
　

第
二
、
各
校
の
特
徴
と
沿
革
（
内
容
省
略
）

　
　

第
三
、
児
童
・
幼
児
の
教
育
（
内
容
省
略
）

　

附
録
編　

福
祉
施
設
と
文
化
機
関

　
　

第
一
、
本
学
園
の
幼
児
に
対
す
る
福
祉
教
育
（
内
容
省
略
）

　
　

第
二
、
本
学
園
の
姉
妹
事
業
（
内
容
省
略
）

　
　

第
三
、
本
学
園
の
園
歌
と
校
歌
（
内
容
省
略
）

　
　

第
四
、
仏
陀
の
教
訓
〈T

H
E T

EA
CH

IN
G O

F BU
D
D
H
A

〉

　

第
一
編
の
う
ち
「
一
般
法
要
式
」
に
お
い
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
経
の
内
容
は
、
浄
土
宗
の
日
常
勤
行
の
際
に
唱
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
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た
だ
し
、
そ
れ
ら
が
漢
文
で
は
な
く
読
み
下
し
文
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
見
ら
れ
、
伝
統
的
な
漢
文
読
経
の
厳
か
な
雰
囲
気

よ
り
も
、
そ
の
内
容
理
解
を
重
視
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
（
た
だ
し
晨
朝
の
偈
、
日
中
の
偈
、
日
没
の
偈
は
、
漢
文
と
書
き
下
し
文

が
併
記
さ
れ
て
い
る
）。
た
だ
し
、
こ
の
読
み
下
し
文
の
採
用
は
、
教
育
者
と
し
て
は
あ
る
意
味
で
当
然
の
こ
と
と
も
言
え
よ
う
。
す
な

わ
ち
、
大
乗
淑
徳
学
園
各
校
の
生
徒
・
学
生
た
ち
の
多
く
は
僧
侶
に
な
る
た
め
に
来
て
い
る
の
で
は
な
く
、
一
般
社
会
人
と
し
て
活
躍
す

る
た
め
の
人
格
・
学
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
入
学
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
経
典
が
理
解
さ
れ
、
日
常
生
活
の
「
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
」
と
し
て
生
か
さ
れ
な
け
れ
ば
何
の
価
値
も
生
じ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
第
一
編
に
つ
い
て
特
筆
さ
れ
る
べ
き
点
は
、
音
楽
法
要
式
や
仏
教
聖
歌
集
に
多
く
の
歌
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
宗
教
行
事
に
お

け
る
情
操
教
育
と
い
っ
た
も
の
が
意
図
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
た
ん
に
情
感
豊
か
な
心
を
育
む
と
い
う

教
育
上
の
効
果
を
狙
っ
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
学
祖
の
中
心
思
想
で
あ
る
「
感
恩
奉
仕
」
を
体
感
さ
せ
、
そ
れ
を
生
活
の
中
心
に
据
え

て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
深
い
意
図
（skt. saṃ

dhā-

、「
密
意
」）
が
読
み
と
ら
れ
る
。「
感
恩
」
と
は
、
た
ん
に
思
考

│
こ
れ
は
主
に

言
語
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る

│
に
よ
っ
て
納
得
す
れ
ば
済
む
と
い
う
た
ぐ
い
の
も
の
で
は
な
く
、
日
々
の
生
活
の
上
で
、
言
語
を
超

え
た
実
感
と
し
て
「
体
感
」
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
本
来
は
、
宗
教
的
な
修
行

│
浄
土
宗
で
あ
れ
ば
、
念
仏
が
こ
れ
に
あ
た
る

│
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
学
校
は
狭
義
の
道
場
で
は
な
い
の
で
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
歌
と
音
楽
と

い
う
芸
術
的
な
美
を
追
求
す
る
も
の
が
、
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
姿
勢
は
、
巣
鴨
女
子
高
等
学
校
開
校
以
来
、
謡
曲
を
授
業
科
目

と
し
た

（
4
）

こ
と
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
歌
謡
と
宗
教
（
的
心
情
）
の
結
び
つ
き
は
、
学
祖
の
創
見
で
は
な
い
。
歴
史
的
に
見
て

も
、
歌
や
音
楽
は
宗
教
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
仏
教
に
お
い
て
も
、
歌
舞
音
曲
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
と
い
う

常
識
的
理
解
に
反
し
て
、
実
際
に
は
仏
陀
の
教
え
を
記
し
た
経
典
の
韻
文
（
＝
歌
）
化
は
避
け
が
た
い
も
の
で
あ
り
、
ど
こ
の
国
に
お
い
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て
も
、
そ
の
韻
文
の
暗
記
・
朗
唱
が
僧
侶
に
と
っ
て
い
か
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
か
に
思
い
を
致
せ
ば
、
た
だ
ち
に
了
解
さ
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
仏
教
以
外
に
目
を
向
け
て
も
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
ヴ
ェ
ー
ダ
の
暗
唱
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
音
楽
な
ど
、
例
を

挙
げ
れ
ば
枚
挙
に
暇
が
な
か
ろ
う
。

　

次
に
、
第
二
編　

聖
典
集
に
目
を
向
け
る
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
一
般
法
要
の
場
合
と
違
っ
て
、
浄
土
宗
と
い
う
枠
を
越
え
た

大
乗
経
典
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
浄
土
宗
と
深
い
関
係
が
あ
る
の
は
、
第
七
の
仏
説
観
無
量
寿
経
の
み
で
あ
る
。
こ
こ

に
は
、
長
谷
川
の
仏
教
／
宗
教
観
が
見
事
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
自
身
の
属
す
る
浄
土
宗
と
そ
の
開
祖
・
法
然
の
教
義
は
最
高
に
尊
重
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
包
み
込
む
大
乗
仏
教
と
い
う
流
れ
を
け
っ
し
て
軽
視
し
な
い
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
仏
教
観
は
、
恩
師
・
海
旭
と
学
祖
・
長
谷
川
の
間
で
共
有
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
す
な
わ
ち
、
長
谷
川
の
社
会
事
業
活
動

の
原
点
で
あ
る
「
マ
ハ
ヤ
ナ
学
園
」（
大
正
八
年
設
立
）
と
い
う
名
称
を
採
用
し
た
所
以
で
あ
り
、
ま
た
昭
和
二
四
年
に
設
立
さ
れ
た
財

団
法
人
に
「
大
乗
淑
徳
学
園
」
と
命
名
し
た
所
以
で
あ
る
。「
マ
ハ
ヤ
ナ
学
園
」
の
名
付
け
親
は
、
梵サ

ン
ス
ク
リ
テ
ィ
ス
ト

語
学
者
と
し
て
も
名
高
い
恩
師
・

渡
辺
海
旭
で
あ
り
、「
大
乗
」
の
梵
語m

ahāyāna- [m
əhɑyɑnə] 

を
音
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

第
一
の
摩
訶
般
若
波
羅
密
多
心
経
（skt. prajñāpāram

itāhdaya-

）
は
、
古
代
イ
ン
ド
に
お
い
て
は
、『
八
千
頌
般
若
経
』『
二
万
五
千

頌
般
若
経
』
等
の
成
立
後
に
、
そ
の
心
髄
（h daya-

）
を
凝
縮
し
て
制
作
さ
れ
た
経
典
で
あ
り
、
日
本
仏
教
に
お
い
て
は
、
一
部
の
宗

派
を
除
き
、
日
常
的
な
読
誦
経
典
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
経
典
の
説
く
と
こ
ろ
は
、「
姿
形
は
空
性
で
あ
る

（rūpaṃ
 śūnyatā

）。
空
性
こ
そ
が
姿
形
で
あ
る
（śūnyataiva rūpaṃ

）」
と
い
う
一
見
謎
め
い
た
文
句
に
集
約
さ
れ
、「
智
慧
を
最
上
の
も

の
と
す
る
こ
と
（prajñāpāram

itā

）」
を
説
い
た
経
典
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
他
の
般
若
経
典
と
同
じ
く
、
姿
形
（
＝
世
間
）
か
ら
離
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
空
を
会
得
す
る
た
め
の
修
行
を
強
調
す
る
「
小
乗
仏
教
」
を
批
判
す
る
書
で
も
あ
る
。
仏
教
の
心
髄
を
智
慧
で
あ
る
と
見
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定
め
、
そ
れ
以
外
の
雑
多
な
も
の
を
排
除
す
る
と
い
う
こ
の
大
乗
仏
教
の
姿
勢
は
、
あ
る
種
の
釈
迦
牟
尼
へ
の
回
帰
運
動
で
あ
っ
た
が
、

直
弟
子
（śrāvaka-

）
の
伝
統
を
重
視
す
る
上
座
部
（T

heravāda-

）
か
ら
す
れ
ば
、
当
初
は
、
伝
統
に
基
づ
か
な
い
新
興
宗
教
に
す
ぎ
な

い
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
長
い
歴
史
を
経
て
、
上
座
部
系
の
仏
教
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
と
東
南
ア
ジ
ア
各
国
に
広
ま
り
、

大
乗
仏
教
は
、
チ
ベ
ッ
ト
、
中
国
、
朝
鮮
半
島
、
日
本
、
中
央
ア
ジ
ア
等
に
広
ま
っ
た
。
こ
こ
は
、
仏
教
の
伝
播
史
を
述
べ
る
場
で
は
な

い
の
で
簡
潔
に
述
べ
る
が
、
上
座
部
系
の
仏
教
は
、
お
お
ま
か
に
言
っ
て
南
方
の
温
暖
な
地
域
で
広
が
り
、
北
方
に
は
、
智
慧
、
す
な
わ

ち
精
神
性
を
重
視
す
る
大
乗
仏
教
が
広
が
っ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
は
、
単
純
化
し
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
上
座
部
系
仏
教
の
重
視
す
る
戒

律
が
、
南
方
に
お
い
て
は
、
風
土

0

0

的
に
受
け
入
れ
や
す
か
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
別
段
、
両
者
の
思
想
的
優
劣
に
由

来
す
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
逆
に
い
え
ば
、
上
座
部
系
の
仏
教
は
、
け
っ
し
て
そ
の
ま
ま
で
は

0

0

0

0

0

0

、
中
央
ア
ジ
ア
、
中
国
、
朝
鮮
半

島
を
経
て
、
日
本
に
至
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で

（
5
）

あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
仏
教
の
歴
史
に
鑑
み
れ
ば
、
学
祖
が
こ
の
教
本
に
、
仏
教
の
基

本
と
し
て
ま
ず
般
若
心
経
を
掲
げ
た
こ
と
は
至
極
当
然
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
第
二
の
妙
法
蓮
華
経
観
世
音
普
門
品
に
目
を
向
け
る
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
れ
は
、
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、「
妙
法
蓮
華
経

（skt. saddharm
apuṇḍarīka-

）」
と
い
う
経
典
の
第
二
十
五
品
「
観
世
音
菩
薩
普
門
品
」
で
あ
り
、
一
般
に
は
「
観
音
経
」
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
る
経
典
で
あ
る
。
仏
教
文
献
学
の
成
果
に
よ
れ
ば
、
こ
の
経
は
、「
本
来
、
観
世
音
菩
薩
の
信
仰
に
基
づ
い
て
別
行
し
て
い
た

経
典
が
、
法
華
経
に
編
入
さ
れ
た

（
6
）

も
の
」
と
さ
れ
、
日
本
で
も
、
長
い
間
、
広
く
民
衆
に
親
し
ま
れ
て
き
た
経
典
で
あ
る
。
こ
の
経
典
は
、

浄
土
宗
で
は
通
常
は
唱
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
渡
辺
海
旭
は
増
上
寺
の
日
曜
講
演
に
お
い
て
こ
の
経
典
を
講
読
し
て
お
り
、
没
後
、

そ
の
講
演
録
が
出
版
さ
れ
て

（
7
）

い
る
。
そ
も
そ
も
渡
辺
が
、
浄
土
宗
の
執
綱
を
務
め
た
人
物
で
あ
り
な
が
ら
、
な
ぜ
こ
の
経
典
を
講
話
の
題

材
と
し
た
か
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
に
は
、
明
治
以
降
の
近
代
仏
教
を
と
り
ま
く
歴
史
的
背
景
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
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わ
ち
、
一
方
で
、
廃
仏
毀
釈
が
あ
り
、
他
方
で
は
キ
リ
ス
ト
教
の
台
頭
が
あ
り
、
政
治
的
に
は
、
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
と
い
う
大
事
件

を
経
験
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
文
献
学
的
研
究
を
も
経
験
し
た
渡
辺
の
仏
教
観
は
、
日
本
の
近
代
を
と
り
ま
く

危
機
意
識
を
背
景
と
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
と
言
え
よ
う
。
そ
の
一
面
が
、
社
会
事
業
（
労
働
共
済
会
、
マ
ハ
ヤ
ナ
学
園
の
設
立
）、
教

育
事
業
（
大
正
大
学
設
立
運
動
、
芝
中
学
校
校
長
、
巣
鴨
女
子
商
業
学
校
校
長
等
）
の
推
進
に
現
れ
、
仏
教
界
に
お
い
て
も
、
超
宗
派
的

事
業
と
し
て
大
正
新
修
大
蔵
経
の
編
纂
等
の
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
渡
辺
は
「
歎
異
抄
」
の
講
話
も
お
こ
な
っ
て

（
8
）

お
り
、
こ

の
こ
と
は
、
天
台
宗
、
浄
土
宗
、
浄
土
真
宗
等
と
い
う
宗
派
的
枠
組
の
み
で
仏
教
を
と
ら
え
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
、
彼
の
信
ず
る
と
こ
ろ
の
い
わ
ゆ
る
「
大
乗
仏
教
の

（
9
）

精
神
」
に
則
っ
た
も
の
で
あ
り
、「
観
音
経
」
の
掲
載
は
、
そ

の
姿
勢
が
長
谷
川
良
信
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
一
つ
の
証
左
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
も
う
一
点
言
え
る
こ
と
は
、
法
華
経
と
い
う
経
典

は
、
ど
の
章
を
と
っ
て
み
て
も
「
仏
の
恩
」
を
説
い
た
経
典
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
代
表
と
し
て
「
観
音
経
」
を
取

り
上
げ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
学
祖
・
長
谷
川
良
信
の
人
柄
を
論
じ
て
、
長
谷
川
匡
俊
は
幼
稚
園
児
の
卒
業
す
る
姿
を
見
て
涙
す
る
良
信

を
紹
介
し
て
お
り
、「
人
並
は
ず
れ
て
情
感
豊
か
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
」
と
述
べ
て

（
10
）

い
る
。
こ
の
よ
う
な
学
祖
が
、
仏
の
恩
を
最
も

端
的
に
表
し
た
「
観
音
経
」
に
感
銘
し
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
生
涯
の
恩
師
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
そ
の
経
典
は
、
い
っ
そ
う

重
み
を
増
し
た
も
の
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

次
に
、
第
三
の
心
地
観
経
（
抄
）
と
は
、
正
式
に
は
「
大
乗
本
生
心
地
観
経
」
と
い
い
、
そ
の
第
二
「
報
恩
品
」
か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
四
つ
の
恩
す
な
わ
ち
、
父
母
の
恩
、
衆
生
の
恩
、
国
王
の
恩
、
三
宝
の
恩
が
説
か
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
第
一
の
父
母
の
恩
に

つ
い
て
は
、
特
に
子
を
思
っ
て
悲
し
む
母
の
姿
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
二
番
目
の
衆
生
の
恩
と
は
、
一
切
衆
生
は
無
始
よ
り
こ
の
か
た
互

い
に
父
母
と
な
る
が
ゆ
え
に
、
一
切
の
男
子
は
慈
父
で
あ
り
、
一
切
の
女
人
は
慈
母
で
あ
る
と
み
な
し
て
感
謝
す
べ
き
と
こ
ろ
の
恩
で
あ
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る
。
三
番
目
の
国
王
の
恩
と
は
、
正
法
（
＝
仏
教
）
を
も
っ
て
衆
生
を
率
い
、
国
を
治
め
て
い
る
国
王
に
対
す
る
恩
で
あ
る
。
国
王
の
名

前
は
経
典
内
に
は
、
現
れ
な
い
も
の
の
、
学
祖
が
こ
れ
に
よ
っ
て
示
そ
う
と
し
た
の
は
、
イ
ン
ド
で
は
ア
シ
ョ
ー
カ
王
で
あ
り
、
日
本
で

は
聖
徳
太
子
の
姿
で
あ
ろ
う
。
第
四
の
三
宝
の
恩
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
仏
・
法
・
僧
の
三
宝
の
恩
で
あ
り
、
こ
れ
に
報
い
る
に
は
、

大
菩
提
心
を
発
し
て
、
無
所
得
の
境
地
に
至
り
、
衆
生
に
対
し
て
も
同
様
の
心
を
起
こ
さ
し
て
菩
薩
と
な
さ
し
め
る
こ
と
を
説
く
。
こ
こ

で
は
、
こ
れ
を
真
実
波
羅
密
多
と
名
づ
け
、
こ
れ
が
真
実
の
報
恩
で
あ
る
と
す
る
。「
無
所
得
」
と
い
え
ば
、
筆
者
に
は
、
川
端
幹
夫
氏

（
元
淑
徳
与
野
高
等
学
校
校
長
）
が
報
告
す
る
次
の
エ
ピ
ソ

（
11
）

ー
ド
が
想
起
さ
れ
る
。
長
谷
川
良
信
は
、
昭
和
三
十
年
代
末
頃
の
月
給
日
に

は
、
月
給
の
大
部
分
を
百
円
札
と
千
円
札
に
替
え
、
多
い
の
で
二
千
円
、
少
な
い
の
で
五
百
円
に
分
け
て
、
封
筒
に
つ
め
、
側
近
の
も
の

や
、
昼
夜
か
ま
わ
ず
働
い
て
い
た
本
部
、
短
大
の
職
員
に
配
っ
て
歩
い
て
い
た
と
い
う
。
学
園
全
体
が
安
月
給
で
あ
る
こ
と
を
憂
い
て
の

行
動
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
た
め
に
犠
牲
を
強
い
ら
れ
た
の
は
、
長
谷
川
家
の
家
計
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
話
か
ら
も
、
学
祖
に

と
っ
て
「
感
恩
奉
仕
」
や
「
無
所
得
」
と
い
う
概
念
は
、
ま
さ
に
実
生
活
に
根
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
か
い
ま
見
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
第
四
は
優
婆
塞
戒
経
（
抄
）
で
あ
る
。「
優
婆
塞
」
と
は
、
梵
語
の
ウ
パ
ー
サ
カ
（upāsaka-

）
の
音
写
で
あ
り
、
仏
教
の
在

家
信
者
を
指
す
。
こ
れ
は
、
学
祖
の
こ
と
ば
を
借
り
れ
ば
「
在
家
の
ま
ま
の
求
道
者
が
、
人
生
普
通
の
生
活
を
し
な
が
ら
自
利
々
他
を
全

う
し
て
、
人
生
の
理
想
で
あ
る
成
仏
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
大
乗
菩
薩
の
行
動
原
則
（
在
家
菩
薩
戒
の
内
容
と
し
て
は
六
重
点
）
を

示
」
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
六
重
点
と
は
六
波
羅
蜜
の
こ
と
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
布
施
、
持
戒
、
忍
辱
、
精
進
、
禅
定
、
智
慧
の
六

徳
目
を
指
す
。
こ
の
他
に
も
、
本
経
の
「
第
二
十
四　

業
品
」
で
は
、
十
善
業
道
（
不
殺
生
、
不
偸
盗
、
不
邪
淫
、
不
妄
語
、
不
綺
語
、

不
悪
口
、
不
両
舌
、
不
貪
欲
、
不
瞋
恚
、
不
邪
見
）
が
説
か
れ
て
お
り
、
仏
教
徒
と
し
て
犯
し
て
は
な
ら
な
い
十
の
徳
目
が
強
調
さ
れ
て

い
る
。
六
波
羅
蜜
は
仏
教
徒
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
修
行
内
容
で
あ
る
の
に
対
し
、
仏
教
徒
と
し
て
避
け
る
べ
き
行
動
に
着
目
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し
て
説
か
れ
た
の
が
、
十
善
業
道
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
経
典
は
七
四
頁
に
も
わ
た
り
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
聖
典
集
全
体
（
全
一
三
二

頁
）
の
過
半
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
在
家
菩
薩
の
心
構
え
、
生
き
方
を
説
い
た
こ
の
経
典
を
、
仏
教
徒
と
し
て
日
常
生
活
を

過
ご
す
う
え
で
の
常
用
経
典
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
学
祖
の
願
い
が
読
み
取
ら
れ
よ
う
。

　

第
五
の
勝
鬘
経
（
抄
）
は
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
は
、「
如
来
蔵
思
想
を
理
論
的
に
発
展
さ
せ
た
重
要
な

（
12
）

経
典
」
で
あ
り
、
日
本
に
お
い

て
も
、
聖
徳
太
子
が
註
釈
を
付
け
た
と
さ
れ
る
三
経
の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
古
く
か
ら
愛
読
さ
れ
て
き
た
経
典
で
あ
る
。
本
経
典
の
完
全

な
梵
文
写
本
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、経
題
は
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
か
ら
、「
勝
鬘
夫
人
の
獅
子
吼
し
た
経
典
（Śrīm

ālādevīsiṃ
hanādasūtra

）」

と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
本
経
の
主
人
公
は
、
勝
鬘
夫
人
（Śrīm

ālā-devī-

）
と
い
う
在
家
の
女
性
で
あ
り
、
こ
の
夫
人
が
世
尊
に
対
し
仏

教
の
真
髄
を
説
き
明
か
す
と
い
う
数
あ
る
経
典
の
中
で
も
比
較
的
珍
し
い
形
式
の
経
典
で
あ
る
。
学
祖
が
こ
の
経
典
を
掲
載
し
た
の
は
、

当
時
の
大
乗
淑
徳
学
園
が

│
義
務
教
育
課
程
で
は
男
子
を
受
け
入
れ
て
い
た
と
は
い
え

│
女
子
教
育
を
中
心
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
聖
徳
太
子
が
註
釈
を
付
し
た
と
さ
れ
る
三
経
の
う
ち
、
維
摩
経
で
は
な
く
、
本
経
が
選
ば
れ
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
理
由
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
般
に
仏
教
で
は
、
仏
教
教
団
が
男
性
出
家
者
を
中
心
と
し
て
い
る
た
め
か
、
本
経
の
よ
う
に
女
性
が
活
躍
す
る

経
典
は
あ
ま
り
多
く
は
な
い
。
イ
ン
ド
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
異
式
の
経
典
が
成
立
し
た
背
景
に
は
、
お
そ
ら
く
維
摩
経
の
影
響
が
大
き

か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
維
摩
経
に
お
い
て
、
釈
尊
で
は
な
い
在
家
者
が
仏
教
を
説
く
と
い
う
形
式
の
経
典
が
確
立
し
、

そ
の
い
わ
ば
女
性
版
が
本
経
の
よ
う
な
経
典
で

（
13
）

あ
る
。
本
経
の
思
想
的
特
色
は
、
如
来
蔵
と
い
う
言
葉
に
集
約
さ
れ
、
全
て
の
衆
生
が
如

来
を
胎
児
の
形
で
宿
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ば
、
初
期
大
乗
仏
教
が
智
慧
（
般
若
）
を
媒
介
と
し
て
釈
尊
と
の

つ
な
が
り
（
＝
悟
り
）
を
求
め
た
の
に
対
し
、
そ
の
よ
う
な
媒
介
な
し
に

│
む
ろ
ん
本
経
で
も
六
波
羅
蜜
は
重
視
さ
れ
る
が

│
本
来
、

如
来
そ
の
も
の
が
衆
生
の
中
に
備
わ
っ
て
い
る
と
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
俗
世
間
に
と
ど
ま
っ
て
菩
薩
行
を
お
こ
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な
っ
て
い
る
わ
れ
わ
れ
が
如
来
の
心
（
＝
悟
り
）
を
は
ぐ
く
む
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。
当
時
の
在
家
者
に
と
っ
て
、
初
期
大
乗

経
典
の
説
く
般
若
波
羅
蜜
に
は
ど
こ
か
実
践
し
が
た
い
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
哲
学
（
存
在
論
）
的
に
考

え
て
も
、
悟
り
の
可
能
性
が
内
部
に
存
在
し
な
い
な
ら
ば
、
悟
る
こ
と
は
出
来
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
、
悟
り
（
如
来
）
が
内
部
に
隠
れ

て
い
る
と
い
う
如
来
蔵
思
想
の
登
場
は
、
必
然
的
展
開
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
学
祖
の
理
想
と
す
る
「
淑
徳
漲
美
」
と
は
、「
母

性
愛
中
心
主
義
」
と
も
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
が
、
如
来
蔵
（

（
14
）

tathāgatagarbha-

）
と
い
う
比
喩
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
胎
児
を
育

む
こ
と
と
、
悟
り
の
心
を
育
む
こ
と
の
同
一
性
を
見
事
に
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
経
典
が
『
教
本
』
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と

し
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

第
六
の
玉
耶
経
（
抄
）
は
、
玉
耶
と
い
う
名
の
女
性
が
主
人
公
で
あ
る
が
、
そ
の
美
貌
に
よ
り
高
慢
な
ふ
る
ま
い
を
お
こ
な
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
釈
尊
に
よ
っ
て
説
教
さ
れ
る
と
い
う
経
典
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
夫
人
の
実
践
項
目
と
し
て
五
つ
の
善
行
と
三
つ
の
悪
行
が

述
べ
ら
れ
、
ま
た
、
五
つ
の
理
想
的
夫
人
像
（
母
婦
、
妹
婦
、
善
知
識
婦
、
婦
婦
、
婢
婦
）
と
二
つ
の
悪
夫
人
像
（
怨
家
婦
、
奪
命
婦
）

が
述
べ
ら
れ
る
。
勝
鬘
経
が
や
や
も
す
る
と
抽
象
論
に
傾
き
が
ち
な
の
に
対
し
、
本
経
は
結
婚
し
た
女
性
が
具
体
的
に
実
践
す
べ
き
行
い

と
心
構
え
を
述
べ
て
お
り
、
非
常
に
理
解
し
や
す
い
経
典
で
あ
る
。

　

第
七
は
仏
説
観
無
量
寿
経
（
抄
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
二
頁
程
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
序
分
か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
。
西
方
極
楽
浄
土

に
生
ま
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
は
、
三
福
の
浄
業
を
実
践
す
べ
き
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。
そ
し
て
極
楽
浄
土
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

仏
力
に
よ
る
と
説
か
れ
る
。
以
下
に
三
福
を
説
く
部
分
を
引
用
す
る
。

彼
の
国
に
生
ぜ
ん
と
欲
せ
ん
者
は
、
当
に
三
福
を
修
す
べ
し
。
一
つ
に
は
、
父
母
に
孝
養
し
、
師
長
に
奉
事
し
、
慈
心
に
し
て
殺
さ
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ず
、
十
善
業
を
修
す
。
二
つ
に
は
、
三
帰
を
受
持
し
、
衆
戒
を
具
足
し
て
、
威
儀
を
犯
ぜ
ず
。
三
つ
に
は
菩
提
心
を
発
こ
し
、
深
く

因
果
を
信
じ
、
大
乗
を
読
誦
し
、
行
者
を
勧
進
す
。
か
く
の
ご
と
き
三
事
を
名
づ
け
て
浄
業
と
す
。
ほ
と
け
韋
提
希
に
告
げ
た
ま
わ

く
。
汝
い
ま
知
る
や
、
い
な
や
。
こ
の
三
種
の
業
は
、
過
去
、
未
来
、
現
在
、
三
世
諸
仏
の
浄
業
の
正
因
な
り
。

　

第
一
は
、
世
間
的
な
徳
目
で
あ
り
、
第
二
は
、
仏
教
独
自
の
徳
目
で
あ
り
、
第
三
は
、
仏
教
の
中
で
も
大
乗
独
自
の
徳
目
で
あ
る
。
学

祖
が
、
称
名
念
仏
を
説
く
箇
所
で
な
く
、
あ
え
て
こ
の
部
分
を
掲
載
し
た
の
は
、
こ
れ
が
浄
土
教
に
限
ら
ず
、
広
く
大
乗
仏
教
に
通
底
す

る
思
想
で
あ
る
と
み
な
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
選
択
に
お
い
て
も
、「
大
乗
淑
徳
精
神
」
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き

よ
う
。

　

以
上
、
聖
典
集
の
内
容
を
見
て
き
た
が
、
ま
と
め
と
し
て
以
下
の
三
点
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。

①
掲
載
す
る
大
乗
仏
教
経
典
の
選
択
に
当
っ
て
、
一
宗
一
派
に
で
き
る
だ
け
偏
る
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
、
大
乗
仏
教
の
真
髄
と

み
な
し
た
も
の
を
広
く
掲
載
し
た
こ
と
。
ま
た
、
観
無
量
寿
経
の
掲
載
に
当
っ
て
も
称
名
念
仏
の
箇
所
が
避
け
ら
れ
た
こ
と
。

②
経
典
選
択
に
お
い
て
、
在
家
者
を
対
象
と
し
た
経
典
が
選
択
さ
れ
た
こ
と
。

③
経
典
選
択
に
お
い
て
、
女
子
教
育
を
意
識
し
た
選
択
が
な
さ
れ
た
こ
と
。

二
、
仏
教
者
と
し
て
の
長
谷
川
良
信

　
（
一
）
聖
徳
太
子
と
の
関
係
に
お
い
て

　

先
に
掲
げ
た
よ
う
に
、『
大
乗
淑
徳
教
本
』
の
作
成
目
的
の
第
一
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
大
乗
淑
徳
学
園
の
建
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学
の
精
神
で
あ
る
「
大
乗
淑
徳
精
神
」
は
、
①
釈
尊
、
②
聖
徳
太
子
、
③
法
然
上
人
、
④
校
祖
輪
島
聞
声
尼
、
⑤
恩
師
渡
辺
海
旭
師
の
五

者
を
拠
り
所
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
大
乗
淑
徳
精
神
を
一
宗
教
と
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
一
神
（
仏
）
あ

る
い
は
一
師
で
な
い
と
い
う
点
で
複
雑
な
構
造
を
有
し
て
い
る
と
言
え
る
。
長
谷
川
個
人
の
信
仰
と
い
う
点
で
は
、
渡
辺
海
旭
へ
の
帰
依

が
絶
対
的
で
あ
る
の
だ
が
、
渡
辺
を
通
じ
て
開
眼
し
た
大
乗
仏
教
の
原
点
と
い
う
意
味
で
、
ま
ず
①
釈
尊
、
②
聖
徳
太
子
、
③
法
然
上
人

の
三
者
を
述
べ
、
次
に
淑
徳
の
教
育
と
い
う
点
で
、
当
然
な
が
ら
④
校
祖
輪
島
聞
声
尼
の
名
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
聖
徳
太
子
に
つ
い
て
は
、
少
々
解
説
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。
現
在
の
浄
土
宗
徒
に
と
っ
て
釈
尊
と
法
然
上
人
の
重
要
性
は

自
明
で
あ
る
が
、
聖
徳
太
子
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
一
九
七
六
年
発
行
の
『
浄
土
宗
大
辞
典
』
に
お
け
る
扱
い
を
み
て
も
、「
日
本
仏

教
の
祖
と
い
わ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
る
程
度
で
あ
り
、
浄
土
宗
徒
に
と
っ
て
の
重
要
性
は
こ
と
さ
ら
説
か
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
長
谷
川
が
大
乗
淑
徳
精
神
と
い
う
場
合
、
聖
徳
太
子
は
あ
る
種
の
必
然
性
を
も
っ
て
述
べ
ら
れ
る
べ
き
存
在

な
の
で
あ
る
。
長
谷
川
は
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）、『
佛
教
護
国
経
世
諸
経
』
の
解
説
第
六
節
「
聖
徳
太
子
の
事
業
」
に
お
い
て
、
聖
徳

太
子
に
言
及
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

聖
徳
太
子
（
五
七
四
│
六
二
二
）
は
我
が
国
文
化
の
母
で
あ
っ
た
。
摂
政
三
十
年
の
御
生
涯
は
決
し
て
長
く
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の

御
生
涯
を
通
じ
て
、
我
が
国
の
文
化
に
寄
与
さ
れ
た
貢
献
は
誠
に
偉
大
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
工
芸
文
物
、
百
般
の
事
物
は
茲
に
面
目

を
一
新
し
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
太
子
は
日
本
佛
教
の
創
建
者
で
あ
り
、
政
治
の
中
心
を
佛
教
に
求
め
、
佛
教
の
精
神
に
基
づ
い
て
政

治
を
行
っ
た
最
初
の
人
で
あ
っ
た
。
…
…
（
中
略
）
…
…
而
し
て
太
子
は
、
佛
教
中
で
も
理
想
主
義
的
立
ち
場
に
あ
る
大
乗
佛
教
で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考
へ
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
親
し
く
勝
鬘
、
法
華
、
維
摩
の
三
経
を
宮
中
に
於
て
註
釈
御
講
演
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
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之
は
一
面
に
於
て
は
支
那
、
朝
鮮
等
の
註
釈
に
満
足
さ
れ
な
か
っ
た
結
果
で
あ
る
。
と
共
に
日
本
に
は
日
本
の
註
釈
が
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
と
い
ふ
太
子
の
卓
見
か
ら
出
で
た
も
の
で
あ
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
太
子
は
、
佛
教
は
単
に
信
仰
に
止
っ
て
は
な
ら
な
い
。
佛
教
の
信

仰
を
社
会
的
に
実
際
化
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
お
考
か
ら
四
天
王
寺
を
建
立
せ
ら
れ
た
。
四
天
王
寺
の
建
立
に
は
、
対
外
的

│
朝
鮮
│
意
味
も
多
少
は
含
ん
で
い
る
が
、
国
家
鎮
護
の
思
想
を
佛
教
に
結
び
付
け
ん
と
す
る
太
子
の
一
の
御
事
業
で
あ
っ
た
。
四
天

王
寺
に
付
嘱
し
て
敬
田
、
悲
田
、
療
病
、
施
薬
の
四
院
を
建
て
ら
れ
た
が
、
太
子
が
佛
教
信
仰
の
生
き
た
一
つ
の
現
れ
と
し
て
感
化
、

救
済
、
養
老
そ
の
他
の
社
会
的
施
設
に
も
充
分
意
を
注
が
れ
て
居
っ
た
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
聖
徳
太
子
は
佛
教
的
王
国
の
建
設

を
理
想
と
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
世
界
的
、
人
類
的
愛
を
基
調
と
し
て
民
族
精
神
は
、
太
子
の
指
導
精
神
で
あ
っ
た
。

　

す
な
わ
ち
、
聖
徳
太
子
は
「
我
が
国
文
化
の
母
」
で
あ
り
、「
日
本
佛
教
の
創
建
者
で
あ
り
、
…
…
佛
教
の
精
神
に
基
づ
い
て
政
治
を

行
っ
た
最
初
の
人
で
あ
っ
た
」。
ま
た
、
長
谷
川
に
と
っ
て
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
「
太
子
は
、
佛
教
中
で
も
理
想
主
義
的
立
ち
場
に
あ

る
大
乗
佛
教
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考
へ
ら
れ
た
」
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
て
「
聖
徳
太
子
は
佛
教
的
王
国
の
建
設
を
理
想
と
」
し
て
活

躍
し
、「
感
化
、
救
済
、
養
老
」
の
社
会
事
業
に
も
尽
力
さ
れ
た
先
駆
者
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
り
太
子
は
日
本
の

大
乗
仏
教
を
語
る
際
に
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
存
在
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
で

（
15
）

あ
る
。

　

本
郷
真

（
16
）

紹
氏
に
よ
れ
ば
、
憲
法
十
七
条
自
体
は
、
仏
教
宣
布
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
官
人
の
服
務
心
得
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

と
は
い
え
、
本
郷
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
「
二
に
曰
く
。
篤
く
三
法
を
敬
え
。」
で
始
ま
る
第
二
条
の
条
文
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

政
務
を
本
業
と
す
る
在
家
仏
教
者
聖
徳
太
子
に
よ
り
統
治
さ
れ
た
仏
教
国
日
本
の
理
想
像
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
す
な
わ
ち

法
華
・
維
摩
・
勝
鬘
と
い
う
三
経
を
所
依
の
経
典
と
す
る
聖
徳
太
子
の
理
想
と
は
、
大
乗
仏
教
を
国
の
指
導
原
理
と
し
、
同
時
に
個
人
の
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安
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
話
を
単
純
化
す
る
な
ら
ば
、
渡
辺
海
旭
、
長
谷
川
良
信
の
両
者
が
目
指
し
た
も

の
は
、
聖
徳
太
子
が
理
想
と
し
た
も
の
に
重
な
る
面
が
大
き
い
と
い
え
る
。
こ
の
三
者
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
国
家
＝
社
会
の
実
在
性
を

前
提
と
し
、
国
家
興
隆
の
た
め
に
仏
教
を
ど
の
よ
う
に
生
か
す
か
と
い
う
こ
と
に
苦
心
し
た
こ
と
に
あ
ろ
う
。
長
谷
川
匤
俊
が
学
祖
の
思

想
を
評
し
て
述
べ
て

（
17
）

い
る
よ
う
に
、
こ
れ
を
「
仏
教
的
護
国
思
想
」
と
言
い
換
え
て
も
よ
か
ろ
う

│
む
ろ
ん
、
厳
密
に
い
え
ば
、
歴
史

上
の
人
物
で
は
な
い
（
と
筆
者
が
考
え
る
と
こ
ろ
の
）
象
徴
的
・
仮
構
的
存
在
で
あ
る
聖
徳
太
子
と
、
近
代
に
実
際
に
活
躍
し
た
仏
教
者

で
あ
る
渡
辺
、
長
谷
川
を
同
一
に
扱
う
こ
と
は
無
理
が
あ
ろ

（
18
）

う
が
。

　

渡
辺
、
長
谷
川
の
宗
教
観
に
共
通
す
る
の
は
、
両
者
の
所
属
す
る
浄
土
宗
の
開
祖
、
法
然
上
人
の
選
択
主
義
と
は
異
な
り
、
法
華
経
で

も
維
摩
経
で
も
仏
道
修
行
・
教
化
に
役
立
つ
も
の
で
、
か
つ
そ
れ
が
大
乗
仏
教
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
教
義
で
も
活
用
し

よ
う
と
い
う
態
度

│
こ
れ
は
初
期
般
若
経
典
に
お
い
て
説
か
れ
る
「
方
便
の
巧
み
さ
（upāyakauśalya-

）」
に
基
づ
く
実
践
と
み
な
さ

れ
よ
う

│
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
に
見
た
よ
う
に
聖
典
集
の
構
成
を
見
れ
ば
、
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
渡
辺
、
長
谷
川
の
宗

教
観
は
、
法
然
上
人
よ
り
も
、
古
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
般
若
経
、
法
華
経
、
維
摩
経
等
の
大
乗
経
典
製
作
者
ら
の
立
場
、
あ
る
い
は
、
日

本
の
古
代
の
僧
侶
た
ち
が
「
聖
徳
太
子
」
と
い
う
存
在
に
投
影
し
た
宗
教
観
に
近
い
と
言
え
よ
う
。
そ
の
意
味
で
、
渡
辺
、
長
谷
川
の
両

者
は
日
本
の
古
代
仏
教
の
伝
統
を
継
承
し
た
僧
侶
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

　
（
二
）
法
然
上
人
と
の
関
係
に
お
い
て

　

で
は
、
逆
に
、
長
谷
川
良
信
と
法
然
上
人
と
の
共
通
性
は
な
い
の
か
と
問
う
な
ら
ば
、
否
で
あ
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
点
で
、

法
然
上
人
と
の
関
連
を
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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①
両
者
は
と
も
に
社
会
的
弱
者
の
救
済
を
優
先
し
た
こ
と
。

　

②
①
に
も
関
係
す
る
が
、
両
者
は
実
践
に
お
い
て
、
と
も
に
女
性
救
済
を
重
視
し
た
こ
と
（
法
然
上
人
の
女
人
救
済
譚
と
長
谷
川
良
信

に
よ
る
女
子
教
育
の
実
践
。）

　

③
法
然
上
人
の
実
践
主
義
（
称
名
念
仏
に
よ
る
）
と
長
谷
川
良
信
の
実
学
志
向
（
理
論
家
よ
り
も
実
践
家
の
養
成
を
重
視
）

　

ま
ず
①
か
ら
見
て
い
く
な
ら
ば
、
法
然
上
人
の
活
動
の
特
徴
は
、
町
田
宗
鳳
氏
が
述

（
19
）

べ
る
よ
う
な
次
の
点
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
専
修
念
仏
は
単
純
平
等
主
義
で
は
な
く
、
女
性
の
立
場
も
含
め
て
、
排
除
さ
れ
た
者
を
優
先
的
に
救
っ
て
い
く
と
い

う
、
救
済
の
序
列
を
逆
転
し
た
上
で
の
複
雑
平
等
主
義
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
れ
ま
で
の
念
仏
信
仰
に
は
な
い
、
大
き
な
社
会
的
イ
ン
パ

ク
ト
を
も
っ
て
い
た
。
法
然
の
伝
記
に
は
、
公
家
・
貴
族
・
武
家
・
商
人
・
農
民
・
漁
師
・
遊
女
・
非
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
が

登
場
し
て
く
る
が
、
法
然
は
そ
れ
ら
の
人
々
と
、
実
に
こ
だ
わ
り
な
く
、
自
由
に
交
流
を
も
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
寓
話

が
ど
こ
ま
で
史
実
性
を
お
び
て
い
る
か
は
、
ま
た
別
問
題
で
あ
る
が
、
身
分
社
会
の
常
識
に
こ
だ
わ
ら
な
い
清
清
し
さ
を
漂
わ
せ
て
い

た
彼
の
周
囲
に
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

一
方
、
長
谷
川
は
、
大
学
卒
業
と
同
時
に
、
恩
師
渡
辺
の
薦
め
も
あ
っ
て
、
東
京
市
養
育
院
の
巣
鴨
分
院
（
現
・
石
神
井
学
園
）
か
ら
、

社
会
事
業
の
活
動
を
本
格
的
に
開
始
し
た
。
当
時
の
様
子
を
、
長
谷
川
匤
俊
は
次
の
よ
う
に
描
写
し
て

（
20
）

い
る
。
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こ
の
巣
鴨
分
院
に
は
地
理
的
な
関
係
か
ら
宗
教
大
学
の
学
生
が
頻
繁
に
出
入
り
し
て
お
り
、
良
信
も
ま
た
、
日
曜
学
校
で
の
収
容
児

童
教
育
な
ど
で
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
良
信
が
勤
め
始
め
た
時
の
児
童
数
は
四
百
二
十
五
人
、
家
も
な
く
親
も
な
い
社
会
の
最
底
辺
で

生
き
て
い
た
子
供
た
ち
で
あ
る
。
偏
見
に
み
ち
た
世
間
の
人
々
は
、
こ
こ
を
「
人
間
の
掃
き
溜
め
」
と
呼
ん
で
い
た
。

　

本
格
的
な
社
会
事
業
の
第
一
歩
を
こ
の
場
所
に
決
め
た
こ
と
は
、
い
か
に
も
良
信
ら
し
い
決
定
で
あ
っ
た
。
掃
き
溜
め
と
い
わ
れ
て

い
る
こ
の
地
を
楽
園
に
し
て
み
せ
る
、
良
信
は
燃
え
上
が
る
情
熱
と
、
人
間
に
対
す
る
慈
悲
の
心
を
も
っ
て
養
育
院
に
赴
任
し
た
。

　

そ
し
て
、
長
谷
川
は
こ
の
過
酷
な
環
境
の
中
で
勤
め
始
め
て
一
年
足
ら
ず
で
過
労
で
倒
れ
、
検
査
の
結
果
、
肺
結
核
と
診
断
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
、
療
養
生
活
を
終
え
て
か
ら
、
再
び
、
当
時
「
二
百
軒
長
屋
」
と
称
さ
れ
た
巣
鴨
の
ス
ラ
ム
街
で

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
活
動
を
開
始
し
て
い
る
。
そ
し
て
間
も
な
く
、
こ
の
地
で
「
マ
ハ
ヤ
ナ
学
園
」
を
創
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
渡
辺
海
旭
か
ら
の
影
響
も
色
濃
い
と
は
い
え
、
長
谷
川
自
身
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、

社
会
的
弱
者
の
救
済
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
こ
と
の
な
い
日
本
仏
教
の
古
き
よ
き
伝
統
に
よ
っ
て
、
早
く
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

　

②
に
つ
い
て
は
、
法
然
上
人
に
よ
る
女
人
救
済
譚
の
多
く
は
創
作
に
よ
る
と
し
て
も
、
法
然
上
人
こ
そ
、
仏
教
の
救
済
対
象
か
ら
除
外

さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
女
性
を
、
い
か
な
る
制
約
も
な
し
に
極
楽
往
生
が
可
能
で
あ
る
と
断
言
し
た
最
初
の
僧
侶
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
長
谷
川
も
、「
マ
ハ
ヤ
ナ
学
園
」
で
の
活
動
を
通
じ
、
社
会
改
善
の
た
め
に
は
救
貧
よ
り
も
防
貧
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
、
教
育
事
業
、
な
か
で
も
女
子
教
育
こ
そ
が
理
想
社
会
実
現
の
た
め
に
最
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て

良
信
は
大
正
十
三
年
に
「
マ
ハ
ヤ
ナ
学
園
」
内
に
大
乗
女
子
学
院
（
夜
学
）
を
設
立
し
、
翌
年
に
は
こ
れ
を
発
展
さ
せ
、
巣
鴨
家
政
女
学
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校
（
昼
間
部
）
に
改
組
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
六
年
に
は
財
団
法
人
大
乗
学
園
・
巣
鴨
女
子
商
業
学
校
へ
と
組
織
変
え
し
、
本
格
的
な
教

育
事
業
に
乗
り
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
女
性
教
化
に
対
す
る
両
者
の
視
点
と
実
践
は
時
代
的
・
社
会
的
相
違
に
よ
り
異
な
る
と
は
い
え
、
そ
の
根
底
に
は
女
性
救

済
を
目
指
す
共
通
し
た
姿
勢
が
う
か
が
え
よ
う
。

　

③
の
法
然
上
人
の
実
践
主
義
は
、
と
か
く
思
弁
的
・
観
念
的
議
論
に
陥
り
が
ち
で
あ
っ
た
仏
教
教
義
を
い
っ
た
ん
棚
に
上
げ
、
い
ま

0

0

念

仏
を
称
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
自
体
は
、
釈
迦
に
よ
る
「
毒
矢
の

（
21
）

喩
え
」
と
同
じ
く
、
仏
教
の
本
来

的
な
姿
勢
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
毒
矢
の
材
質
や
、
毒
矢
を
放
っ
た
弓
の
種
類
、
毒
矢
の
射
手
な
ど
を
知
る
こ
と
よ
り
、
ま
ず
毒
矢
を
抜

く
こ
と
が
な
に
よ
り
大
事
と
い
う
喩
え
で
あ
る
。
学
祖
も
、
こ
の
点
で
は
同
じ
姿
勢
を
と
り
、
淑
徳
大
学
の
開
学
に
当
り
、
理
論
家
よ
り

も
、
実
践
家
を
養
成
す
る
こ
と
が
建
学
の
意
図
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
学
祖
の
意
図
し
た
淑
徳
大
学
の
目
標
は
、
毒
矢

の
分
析
家
で
は
な
く
、
実
際
に
毒
矢
を
抜
く
人
を
育
て
る
こ
と
に
あ
ろ
う
。

　

以
上
、
三
点
に
わ
た
り
、
法
然
上
人
と
学
祖
の
共
通
性
を
み
て
き
た
。
次
に
、
法
然
上
人
と
学
祖
の
思
想
的
相
違
に
つ
い
て
も
み
て
お

き
た
い
。

　

長
谷
川
は
、「
浄
土
宗
」
と
い
う
文
に
お
い
て
、
法
然
上
人
の
教
義
「
往
生
浄
土
」
の
概
念
を
論
じ
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

こ
う
し
た
点
か
ら
、
気
の
つ
く
こ
と
は
、
浄
土
宗
は
一
種
の
環
境
教
育
主
義
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
阿
弥
陀
様
の
御
浄
土
へ
送
り

込
め
ば
自
然
に
立
派
な
仏
に
成
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
同
時
に
現
実
の
此
の
世
に
於
て
も
、
出
来
る
だ
け
社
会
悪
を
少
な
く
し
て
、
社

会
を
浄
化
し
、
良
い
環
境
を
つ
く
っ
て
行
く
と
い
う
こ
と
が
、
人
間
を
向
上
さ
せ
、
進
歩
さ
せ
る
所
以
で
あ
る
。
即
ち
往
生
浄
土
の
目
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的
達
成
の
為
の
念
仏
の
出
来
る
環
境
と
い
う
も
の
が
一
番
大
事
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
法
然
上
人
に
始
ま
る
浄
土
宗
を
「
環
境
教
育
主
義
」
と
い
う
言
葉
で
特
長
づ
け
、
現
実
の
社
会
を
浄
化
す
る
こ
と
で
人
間

を
向
上
さ
せ
る
、
と
い
う
長
谷
川
の
発
想
は
、
法
然
上
人
の
教
義
と
方
向
性
は
同
じ
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
力
点
は
や
や
異
な
っ
た
位

置
に
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
す
な
わ
ち
、
法
然
自
身
の
立
場
は
、
人
間
向
上
の
努
力
（
仏
教
で
い
う
菩
薩
行
）
な
る
も
の
は
、
現

実
に
は
な
し
え
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
た
だ
阿
弥
陀
仏
の
名
を
唱
え
る
と
い
う
称
名
念
仏
を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
菩
薩
行
を
行
う
の
は
、
極
楽
往
生
の
後
の
話
で
あ
る
。
こ
れ
に
比
べ
、
長
谷
川
の
思
想
の
力
点
は
、
此
岸
す
な
わ
ち
現
実
社
会
に

近
い
位
置
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

こ
こ
で
筆
者
が
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
は
、
法
然
上
人
と
長
谷
川
良
信
の
思
想
の
優
劣
で
は
な
く
て
、
か
れ
ら
の
生
き
た
時
代
や
活
動
、

ま
た
か
れ
ら
に
求
め
ら
れ
た
役
割
の
違
い
に
伴
っ
て
そ
の
思
想
も
異
な
っ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
長
谷
川
は
、
法
然
上

人
と
比
較
し
、
宗
教
者
と
し
て
、
教
育
者
と
し
て
、
社
会
事
業
家
と
し
て
、
若
い
う
ち
か
ら
極
め
て
多
彩
な
活
動
を
展
開
し
た
人
物
で
あ

る
。
宗
教
者
と
し
て
は
、
渡
辺
海
旭
の
薫
陶
を
受
け
、
国
内
で
大
乗
仏
教
の
布
教
に
つ
と
め
た
ほ
か
、
戦
後
は
ブ
ラ
ジ
ル
開
教
と
い
う
ま

っ
た
く
新
た
な
活
動
に
乗
り
出
し
て
い
る
。
教
育
者
と
し
て
は
、
複
数
の
学
校
経
営
に
挑
ん
で
い
る
。
社
会
事
業
家
と
し
て
も
、
マ
ハ
ヤ

ナ
学
園
ほ
か
多
彩
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
一
方
、
法
然
上
人
は
、
四
三
歳
に
し
て
浄
土
宗
の
開
宗
と
い
う
大
事
業
を
行
う
の
だ
が
、
そ

れ
ま
で
の
生
涯
は
修
行
時
代
と
見
な
し
て
大
過
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
長
谷
川
が
こ
れ
だ
け
外
面
（
実
践
）
的
に
多
彩
な
活
動
を
行
う
と
な
れ
ば
、
内
面
（
精
神
）
的
に
も
、
法
然
上
人
の
よ
う
に
、

「
専
修
念
仏
」
で
と
い
う
わ
け
に
は
、
い
か
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
歴
史
的
に
み
て
も
、
あ
れ
ほ
ど
多
種
多
様
な
大
乗
経
典
が
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誕
生
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
に
は
、
仏
教
と
い
う
も
の
が
、
そ
の
時
代
の
要
求
に
合
わ
せ
て
展
開
さ
れ
て
き
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
個
人
の
性
格
や
職
業
、
習
慣
に
よ
っ
て
、
必
要
と
さ
れ
る
宗
教
的
教
え
も
異
な
る
で
あ
ろ
う
。
要
は
、
ど
ん
な
経
典
に
も

一
長
一
短
が
存
在
す
る
と
考
え
る
の
が
、
歴
史
的
、
客
観
的
見
方
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
法
然
上
人
の
選
択
思
想
は
、
独
自
の
宗
教
的
な

視
点
か
ら
そ
の
よ
う
な
常
識
的
見
解
を
破
壊
し
た
と
い
う
点
で
ま
さ
に
革
命
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
長
谷
川
も
当
然
一
人
の
浄
土
宗
徒
と

し
て
、
当
然
念
仏
一
本
で
貫
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
辺
の
事
情
は
、
大
乗
淑
徳
教
本
に
載
せ
ら
れ
た
次
の
文

に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

編
者
自
身
の
信
仰
で
は
、
観
音
様
の
お
手
引
き
に
よ
っ
て
、
大
み
親
で
あ
る
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
の
お
や
船
（
大
乗
）
に
乗
り
こ
ま

せ
て
い
た
だ
け
る
と
思
っ
て
い
る
が
、
編
者
は
業
障
が
深
く
、
ま
た
、
信
仰
も
浅
く
、
人
間
的
に
も
優
柔
不
断
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
に

善
意
と
随
喜
の
気
持
は
あ
っ
て
も
、
私
自
身
の
日
常
生
活
の
実
態
は
い
わ
ゆ
る
「
雑
毒
の
善
」
と
で
も
い
う
か
磨
ぎ
す
ま
し
た
悲
智
の

大
乗
善
は
行
な
う
こ
と
が
で
き
ず
、
生
き
て
い
く
過
程
と
し
て
、
助
縁
助
行
に
奔
走
す
る
遠
心
的
な
カ
ラ
回
り
が
多
い
の
で
、
観
音
様

の
ほ
か
に
も
地
蔵
菩
薩
や
、
不
動
明
王
に
格
別
の
ご
や
っ
か
い
を
か
け
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
船
に
至
る
た
め
に
、
観
音
菩
薩
、
地
蔵
菩
薩
、
不
動

（
22
）

明
王
に
も
お
世
話
に
な
っ
て

（
23
）

い
る
と
い
う
内
容
が
告

白
に
近
い
文
体
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
教
本
に
こ
れ
ら
を
掲
載
す
る
に
至
っ
た
か
ら
に
は
、
実
は
も
っ
と
積
極
的
な
動
機
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。「
生
き
て
い
く
過
程
と
し
て
、
助
縁
助
行
に
奔
走
す
る
」
と
い
う
文
の
背
後
に
は
、
種
々
の
実
践
か
ら
生
じ
る
苦
悩
と
そ
の

解
決
を
求
め
て
の
模
索
が
読
み
取
ら
れ
よ
う
。
そ
の
模
索
と
は
、
経
済
的
、
物
理
的
と
い
う
い
わ
ば
外
面
的
問
題
（
事
業
経
営
・
運
営
）
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に
対
す
る
場
合
や
、
解
決
の
ヒ
ン
ト
を
求
め
て
、
大
乗
経
典
の
読
誦
や
、
念
仏
行
と
い
っ
た
内
面
的
・
自
省
的
な
も
の
（
宗
教
・
安
心
）

と
の
両
面
が
考
え
ら
れ
る
。
長
谷
川
が
強
調
す
る
「
宗
教
・
教
育
・
社
会
事
業
の
三
位
一
体
」
論
は
、
ま
さ
し
く
そ
の
よ
う
な
実
践
か
ら

生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
両
面
が
け
っ
し
て
分
離
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
長
谷
川
良
信
の
特
長
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
長
谷
川
良
信
は
、
法
然
上
人
と
共
通
す
る
面
を
持
ち
な
が
ら
も
、
明
ら
か
に
法
然
上
人
の
思
想
か
ら
で
は

導
き
だ
せ
な
い
面

│
こ
れ
に
は
時
代
状
況
と
渡
辺
海
旭
か
ら
の
影
響
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
が

│
も
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
、
そ
の
実

践
に
お
い
て
は
法
然
上
人
に
は
見
ら
れ
な
い
多
彩
さ
が
指
摘
で
き
よ
う
。
た
だ
、
両
者
の
比
較
に
当
り
、
最
後
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
共

通
点
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
先
に
指
摘
し
た
①
に
も
関
係
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
両
者
が
、
権
力
者
の
立
場
か
ら
で
は
な
く
、

つ
ね
に
庶
民
（
民
間
、
在
野
）
の
立
場
に
お
い
て
活
動
を
展
開
し
た
こ
と
で
あ
る
。
両
者
に
み
ら
れ
る
こ
の
非
権

（
24
）

力
性
は
、
本
来
的
に
は

仏
教
そ
の
も
の
の
属
性
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
歴
史
を
顧
み
れ
ば
、
そ
れ
が
い
か
に
た
や
す
く
失
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
容
易

に
理
解
さ
れ
よ
う
。
法
然
上
人
の
再
評
価
は
多
く
の
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
こ
の
意
味
で
の
長
谷
川
良
信
の
再
評
価
は
今

後
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
長
谷
川
良
信
に
よ
る
大
乗
仏
教
精
神
の
定
義
と
そ
の
源
流

　

長
谷
川
は
『
教
本
』
に
お
い
て
「
大
乗
仏
教
精
神
」
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て

（
25
）

い
る
。

　

い
う
と
こ
ろ
の
大
乗
仏
教
精
神
と
は
何
で
あ
る
か
。

　

万
世
の
救
世
主
釈
尊
の
教
え
給
う
仏
教
を
中
心
と
し
、
そ
の
発
展
形
態
と
し
て
の
印
度
・
中
国
・
日
本
を
通
じ
て
の
大
乗
の
哲
人
・
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聖
人
、
な
か
ん
づ
く
日
本
に
お
い
て
大
乗
仏
教
を
宣
揚
さ
れ
た
聖
徳
太
子
の
慈
訓
、
ひ
い
て
は
法
然
上
人
の
明
照
和
順
大
師
に
よ
っ
て

提
唱
さ
れ
た
「
浄
仏
国
土
成
就
衆
生
」、
す
な
わ
ち
個
々
の
人
格
完
成
を
意
味
す
る
往
生
成
仏
の
思
想
と
、
理
想
社
会
の
建
設
を
期
す

る
国
土
浄
化
、
極
楽
世
界
顕
現
を
根
本
目
的
と
す
る
一
連
の
教
義
教
法
を
、
人
間
教
育
の
根
本
原
理
と
し
、
こ
れ
に
加
う
る
に
、
組
織

的
な
仏
教
教
理
の
周
到
な
方
法
論
と
し
て
、「
資
生
産
業
皆
是
仏
法
」
を
教
科
課
程
と
す
る
教
育
を
、
徹
底
的
に
編
成
施
行
す
る
こ
と
、

こ
れ
が
我
等
の
学
園
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
大
乗
仏
教
精
神
こ
そ
は
、
仏
の
い
わ
ゆ
る
、
極
愛
一
子
主
義
で
あ
り
、
利
他
主
義
報
恩
主
義

で
あ
っ
て
、
こ
れ
す
な
わ
ち
人
間
生
活
の
最
高
規
範
で
あ
り
、
真
実
不
二
の
人
生
観
で
あ
っ
て
、
ま
た
実
に
わ
が
学
園
存
立
の
根
本
理

念
で
も
あ
る
。

　

こ
の
文
章
に
は
、
長
谷
川
良
信
の
思
想
が
集
約
し
て
示
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
過
言
で
な
か
ろ
う
。
ま
ず
概
念
の
定
義
か
ら
見
る
と
、

大
乗
仏
教
精
神
の
定
義
は
「
浄
仏
国
土
成
就
衆
生
」
で
あ
り
、
そ
の
方
法
論
と
し
て
は
、「
資
生
産
業
皆
是
仏
法
」
を
教
科
課
程
と
す
る

と
い
う
。
ま
た
、
大
乗
仏
教
精
神
を
「
極
愛
一
子
主
義
」「
利
他
主
義
」「
報
恩
主
義
」
と
い
う
言
葉
で
も
言
い
換
え
て
い
る
。

　

こ
こ
で
「
浄
仏
国
土
・
成
就
衆
生
」
を
大
乗
仏
教
精
神
の
根
本
思
想
で
あ
る
と
し
て
、
学
園
の
根
本
思
想
に
据
え
た
長
谷
川
の
姿
勢
は
、

大
乗
仏
教
徒
と
し
て
の
立
場
か
ら
は
適
切
な
も
の
と
見
な
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
大
乗
仏
教
を
一
言
で
表
す
場
合
、「
上
求
菩
提
・
下
化

衆
生
」
と
い
う
語
が
よ
く
使
わ
れ
る
が
、
こ
の
語
の
中
に
は
、
い
ま
だ
自
と
他
の
対
立
が
あ
り
、
自
ら
の
悟
り
を
上
に
見
、
他
者
で
あ
る

衆
生
を
下
に
見
る
と
い
う
、
い
わ
ば
自
己
中
心
的
な
態
度
を
指
摘
さ
れ
て
も
否
定
は
で
き
な
い
。
仏
教
が
あ
く
ま
で
も
「
無
我
」
を
前
提

と
し
て
い
る
以
上
、
こ
れ
は
仏
教
の
定
義
と
し
て
も
ふ
さ
わ
し
く
は
な
か
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、「
浄
仏
国
土
・
成
就
衆
生
」
に
お
い
て

は
、
自
他
の
区
別
は
消
滅
し
、
成
就
衆
生
と
い
う
中
に
自
身
の
悟
り
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、「
浄
仏
国
土
」
が
す
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な
わ
ち
、「
成
就
衆
生
」
で
あ
り
、
こ
の
両
語
は
同
一
の
内
容
を
意
味
す
る
二
つ
の
表
現
で
あ
る
。
ま
た
、
長
谷
川
の
著
明
な
名
句
「N

ot 

for him
, but together w

ith him

」
も
、
こ
れ
を
言
い
換
え
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「for him

」
の
中
に
は
、
い
ま
だ
自
と
他
（
あ

る
い
は
主
体
と
客
体
）
の
厳
然
た
る
対
立
関
係
が
あ
り
、「together w

ith him

」
と
い
う
態
度
に
は
、
そ
の
対
立
関
係
が
解
け
、
融
和
し

て
い
る
状
態
が
表
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
　
「
浄
仏
国
土
・
成
就
衆
生
」
の
典
拠

　

次
に
、
長
谷
川
が
大
乗
仏
教
精
神
を
定
義
し
た
「
浄
仏
国
土
・
成
就
衆
生
」
と
い
う
言
葉
の
典
拠
、
思
想
の
源
流
に
つ
い
て
確
認
の
意

味
を
含
め
見
て
ゆ
き
た
い
。

　

ま
ず
「
浄
仏
国
土
」
に
つ
い
て
み
る
と
、
大
正
新
修
大
蔵
経
の
イ
ン
ド
撰
述
部
に
お
け
る
用
例
は
、
四
六
七
回
で

（
26
）

あ
る
。
そ
の
う
ち
、

二
一
四
回
は
、
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
の
用
例
で
あ
り
、
七
三
回
は
そ
の
註
釈
で
あ
る
大
智
度
論
の
用
例
で
あ
る
。

　

次
に
「
成
就
衆
生
」
で
調
べ
て
み
る
と
、
イ
ン
ド
撰
述
部
に
お
け
る
用
例
は
、
五
三
三
回
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
一
四
一
回
は
摩
訶
般

若
波
羅
蜜
経
の
用
例
で
あ
り
、
一
七
四
回
は
大
智
度
論
の
用
例
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
浄
仏
国
土
成
就
衆
生
」
の
用
例
は
、
七
二
回
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
四
九
回
は
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
の
用
例
で
あ
り
、
一
七
回

は
大
智
度
論
の
用
例
で
あ
る
。
逆
に
「
成
就
衆
生
浄
仏
国
土
」
の
用
例
は
、
六
二
回
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
一
五
回
は
摩
訶
般
若
波
羅
蜜

経
の
用
例
で
あ
り
、
二
一
回
は
大
智
度
論
の
用
例
で
あ
る
。

　

以
上
、
漢
訳
仏
典
の
用
例
に
よ
れ
ば
、
こ
の
用
語
は
初
期
仏
教
の
経
典
に
は
ま
っ
た
く
現
れ
な
い
が
、
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
と
そ
の
註

釈
で
あ
る
大
智
度
論
に
お
い
て
特
に
重
視
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
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「
浄
仏
国
土
成
就
衆
生
」
の
原
語
はbuddhakṣetrapariśuddhi-satvaparipācana-

で
あ
り
、「
仏
国
土
を
完
全
に
浄
め
る
こ
と
と
衆
生

を
〔
悟
り
へ
と
〕
成
熟
さ
せ
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
。
さ
き
に
見
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
、
大
乗
仏
教
の
中
心
概
念
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
の

概
念
を
め
ぐ
っ
て
、
諸
々
の
大
乗
経
典
が
作
成
さ
れ
て
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
維
摩
経
で
は
、
第
一
章
の

タ
イ
ト
ル
が
「
浄
仏
国
土
と
い
う
序
章
（buddhakṣetrapariśuddhi-nidāna-parivarta

）」
で
あ
り
、
本
経
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て

（
27
）

い
る
。

　
　
「
感
恩
奉
仕
」
の
典
拠

　

次
に
学
祖
が
常
日
頃
口
に
し
、
自
ら
の
人
生
観
と
し
て
い
た
「
感
恩
奉
仕
」
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
は
先
に
引
用
し
た
文

章
の
「
利
他
主
義
」「
報
恩
主
義
」
に
も
つ
な
が
る
概
念
で
あ
る
。
長
谷
川
が
こ
の
こ
と
ば
を
い
か
に
大
事
に
し
て
い
た
か
は
次
の

（
28
）

文
章

か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

従
い
ま
し
て
、
私
の
人
生
観
は
「
感
恩
奉
仕
」
の
一
語
に
つ
き
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
生
活
が
、
そ
の
ま
ま
社
会

奉
仕
の
生
活
で
あ
り
、
私
の
仏
教
観
に
よ
り
ま
す
れ
ば
釈
尊
仏
教
の
精
髄
、
大
乗
仏
教
の
真
髄
は
社
会
事
業
の
実
践
よ
り
外
に
は
な
い

と
い
う
識
見
所
信
に
立
つ
外
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
こ
の
用
語
の
大
正
新
修
大
蔵
経
に
お
け
る
用
例
を
探
し
た
が
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
し
て
も
発
見
す
る
こ
と
は
出
来

な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、「
感
恩
」
と
「
奉
仕
」
に
分
け
て
検
索
を
お
こ
な
っ
た
。
ま
ず
「
感
恩
」
と
い
う
語
は
全
部
で
二
五
回
登
場
し
、

そ
の
う
ち
イ
ン
ド
撰
述
部
に
現
れ
た
の
は
七
回
で
あ
っ
た
。
次
に
「
奉
仕
」
と
い
う
語
を
検
索
し
て
み
た
が
、
こ
れ
も
用
例
は
一
〇
回
に
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過
ぎ
な
か

（
29
）

っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
用
語
自
体
は
仏
教
に
お
い
て
、
特
に
重
視
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
た

だ
し
、
日
本
に
お
い
て
は
、
一
八
二
九
年
に
秋
田
の
商
人
で
あ
る
那
波
三
郎
右
衛
門
を
中
心
と
し
て
設
立
さ
れ
た
「
感
恩
講
」
と
い
う
窮

民
救
済
組
織
が
有
名
で
あ
る
（
こ
れ
は
、
仏
教
と
直
接
の
関
連
は

（
30
）

な
い
）。
と
は
い
え
、「
感
恩
」
と
い
う
言
葉
自
体
、
明
治
期
か
ら
大
正

期
に
か
け
て
は
そ
れ
ほ
ど
一
般
的
で
な
か
っ
た
と
み
え
、
当
時
の
読
売
新
聞
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
検
索
し
て
も
わ
ず
か
に
一
例
ず
つ
し
か
み

ら
れ
な
い
。
昭
和
期
に
入
り
、
や
や
頻
度
が
増
え
る
程
度
で
あ
る
。

　

筆
者
に
は
、
儒
教
や
道
教
に
お
け
る
そ
の
用
例
を
調
べ
る
だ
け
の
能
力
は
な
い
た
め
、
中
国
に
お
い
て
こ
の
熟
語
が
ど
の
程
度
用
い
ら

れ
た
が
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
も
し
も
こ
れ
が
中
国
起
源
で
な
か
っ
た
と
想
定
す
る
な
ら
ば
、
近
世
も
し
く
は
近
代
の
日
本
に

お
い
て
成
立
し
た
熟
語
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
仏
教
者
で
あ
る
学
祖
は
、「
感
恩
奉
仕
」
と
い
う
意シ

ニ
フ
ィ
ア
ン

味
表
現
（
ス
イ
ス
の
言

語
学
者
Ｆ
・
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
い
う
と
こ
ろ
の
）
を
用
い
て
、
大
乗
仏
教
の
真
髄
を
意シ

ニ
フ
ィ
エ

味
内
容
と
し
た
の
に
対
し
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
同
じ

意シ
ニ
フ
ィ
ア
ン

味
表
現
を
用
い
て
キ
リ
ス
ト
教
の
真
髄
（
こ
の
概
念
は
慈
善
、
隣
人
愛
に
も
つ
な
が
る
）
を
意シ

ニ
フ
ィ
エ

味
内
容
と
し
た
の
で

（
31
）

あ
る
。
た
だ
し
、

仏
教
徒
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
ど
ち
ら
が
こ
の
熟
語
を
早
く
用
い
て
い
た
か
は
現
時
点
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
す
で
に
近
世
か

ら
神
道
や
石
門
心
学
な
ど
に
お
い
て
「
感
恩
奉
仕
」
と
い
う
語
が
使
わ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
も
し
も
仏
教
よ
り
以
前
に
、
そ
れ

ら
に
お
い
て
こ
の
概
念
が
重
視
さ
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
、
学
祖
が
「
三
位
一
体
」
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
の
意
味
表
現
の
中
に
「
宗
教
・

教
育
・
社
会
事
業
」
と
い
う
新
た
な
意
味
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
よ
う
に
、
こ
れ
も
、
同
様
に
古
く
か
ら
あ
っ
た
意
味
表
現
に
新
た
な
意
味

内
容
を
盛
り
込
ん
だ
可
能
性
も
捨
て
切
れ

（
32
）

な
い
。

　

た
だ
し
、
留
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、「
感
恩
奉
仕
」
に
類
す
る
観
念
が
イ
ン
ド
仏
教
に
存
在
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い

こ
と
で
あ
る
。「
感
恩
」
に
対
応
す
る
イ
ン
ド
的
表
現
と
し
て
は
「
知
恩
」
と
い
う
語
が
あ
る
（
大
正
蔵
、
イ
ン
ド
撰
述
部
で
は
四
九
三
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回
）。
こ
れ
は
、
パ
ー
リ
語
のkataññu-, 

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
のk tajña-

の
訳
語
で
あ
る
。
パ
ー
リ
語
で
書
か
れ
た
『
ア
ン
グ
ッ
タ
ラ
・

ニ
カ
ー
ヤ
（A

ṅguttara-nikāya

）』
に
は
、
両
親
か
ら
受
け
た
恩
の
大
き
さ
を
説
く
経
典
が
あ
る
。
こ
の
経
典
が
、
歴
史
上
の
釈
迦
の
発

言
に
由
来
す
る
も
の
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
後
の
「
父
母
恩
重
経
」（
中
国
撰
述
経
典
と
み
な
さ
れ
る
）
の
一
源
泉
と
も
い
え
る
よ

う
な
重
要
な
経
典
で
あ
ろ
う
。
そ
の

（
33
）

原
文
と

（
34
）

翻
訳
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

二
、一
、四
、「
等
心
品
（sam

acittavagga

）」、
一
〜
二

　

“asappurisabhūm
iñ ca vo, bhikkhave, desessām

i sappurisabhūm
iñ ca. taṃ

 suṇātha, sādhukaṃ
 m

anasi karotha. bhāsissām
ī”

ti.　

“evaṃ
, bhante”ti kho te bhikkhū bhagavato paccassosuṃ

. 

　

bhagavā etad avoca –

　

“katam
ā ca, bhikkhave, asappurisabhūm

i? asappuriso, bhikkhave, akataññū hoti akatavedī. asabbhi hetaṃ
, bhikkhave, 

upaññātaṃ
 yad idaṃ

 akataññutā akataveditā. kevalā esā, bhikkhave, asappurisabhūm
i yad idaṃ

 akataññutā akataveditā. 

sappuriso ca kho, bhikkhave, kataññū hoti katavedī. sabbhi hetaṃ
, bhikkhave, upaññātaṃ

 yad idaṃ
 kataññutā kataveditā. 

kevalā esā, bhikkhave, sappurisabhūm
i yad idaṃ

 kataññutā kataveditā”ti.

　

“dvinnāhaṃ
, bhikkhave, na suppatikāraṃ

 vadām
i. katam

esaṃ
 dvinnaṃ

? m
ātu ca pitu ca. ekena, bhikkhave, aṃ

sena 

m
ātaraṃ

 parihareyya, ekena aṃ
sena pitaraṃ

 parihareyya vassasatāyuko vassasatajīvī so ca nesaṃ
 ucchādanaparim

addananh

āpanasam
bāhanena. te ca tattheva m

uttakarīsaṃ
 cajeyyuṃ

. na tveva, bhikkhave, m
ātāpitūnaṃ

 kataṃ
 vā hoti paṭikataṃ

 vā. 



─ 53 ─

　学祖・長谷川良信の教育理念とその源流

im
issā ca, bhikkhave, m

ahāpathaviyā pahūtarattaratanāya m
ātāpitaro issarādhipacce rajje patiṭṭhāpeyya, na tveva, bhikkhave, 

m
ātāpitūnaṃ

 kataṃ
 vā hoti paṭikataṃ

 vā. taṃ
 kissa hetu? bahukārā, bhikkhave, m

ātāpitaro puttānaṃ
 āpādakā posakā im

assa 

lokassa dassetāro. yo ca kho, bhikkhave, m
ātāpitaro assaddhe saddhāsam

padāya sam
ādapeti niveseti patiṭṭhāpeti, dussīle 

sīlasam
padāya sam

ādapeti niveseti patiṭṭhāpeti, m
accharī cāgasam

padāya sam
ādapeti niveseti patiṭṭhāpeti, duppaññe 

paññāsam
padāya sam

ādapeti niveseti patiṭṭhāpeti, ettāvatā kho, bhikkhave, m
ātāpitūnaṃ

 katañ ca hoti paṭikatañ cā”ti

「
比
丘
た
ち
よ
、
私
は
あ
な
た
方
に
、
善
人
の
境
地
と
不
善
人
の
境
地
と
を
説
き
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
を
お
聞
き
な
さ
い
。
集
中
し
な
さ

い
。
話
し
ま
し
ょ
う
。」

「
大
徳
よ
、
お
願
い
し
ま
す
。」
と
そ
れ
ら
の
比
丘
た
ち
は
答
え
た
。

　

世
尊
は
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

「
比
丘
た
ち
よ
、
何
が
不
善
人
の
境
地
で
あ
ろ
う
か
？　

比
丘
た
ち
よ
、
不
善
人
は
恩
を
知
ら
ず
、
恩
を
感
じ
な
い
。
比
丘
た
ち
よ
、

恩
を
知
ら
な
い
こ
と
、
恩
を
感
じ
な
い
こ
と
は
不
善
人
の
習
い
で
あ
る
。
比
丘
た
ち
よ
、
恩
を
知
ら
な
い
こ
と
、
恩
を
感
じ
な
い
こ
と

は
、
も
っ
ぱ
ら
不
善
人
の
境
地
で
あ
る
。

　

比
丘
た
ち
よ
、
何
が
善
人
の
境
地
で
あ
ろ
う
か
？　

比
丘
た
ち
よ
、
善
人
は
恩
を
知
り
、
恩
を
感
じ
て
い
る
。
比
丘
た
ち
よ
、
恩
を

知
る
こ
と
、
恩
を
感
じ
る
こ
と
は
善
人
の
習
い
で
あ
る
。
比
丘
た
ち
よ
、
恩
を
知
る
こ
と
、
恩
を
感
じ
る
こ
と
は
、
も
っ
ぱ
ら
善
人
の

境
地
で
あ
る
。

　

比
丘
た
ち
よ
、
私
は
、
二
人
に
報
い
る
こ
と
は
た
や
す
く
な
い
、
と
説
き
ま
す
。
二
人
と
は
誰
か
と
い
え
ば
、
母
と
父
の
こ
と
で
あ

る
。
比
丘
た
ち
よ
、
百
歳
の
寿
命
を
持
ち
、
百
年
間
生
き
て
、
一
方
の
肩
に
母
を
背
負
い
、
他
方
の
肩
に
父
を
背
負
う
と
し
よ
う
。
ま
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た
、
彼
は
母
と
父
に
対
し
、
油
を
塗
っ
て
あ
げ
た
り
、
揉
ん
で
あ
げ
た
り
、
沐
浴
さ
せ
た
り
、
さ
す
っ
て
あ
げ
た
り
す
る
で
し
ょ
う
。

彼
ら
（
母
と
父
）
は
〔
彼
の
〕
肩
の
上
で
大
小
便
を
漏
ら
す
で
し
ょ
う
。
比
丘
た
ち
よ
、
そ
れ
で
も
母
と
父
に
対
す
る
返
恩
と
報
恩
に

は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
比
丘
た
ち
よ
、
母
と
父
を
多
く
の
七
宝
に
富
む
大
地
の
支
配
者
で
あ
る
王
位
に
就
か
す
と
し
よ
う
。
比
丘
た

ち
よ
、
そ
れ
で
も
母
と
父
に
対
す
る
返
恩
と
報
恩
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
？　

比
丘
た
ち
よ
、
母
と
父

は
多
く
の
方
法
に
よ
っ
て
息
子
を
扶
養
し
、
保
育
し
、
こ
の
世
を
見
せ
し
め
た
か
ら
で
あ
る
。

　

比
丘
た
ち
よ
、
実
に
不
信
の
母
と
父
に
勧
め
て
信
を
起
こ
さ
せ
、〔
信
に
〕
入
ら
せ
、〔
信
に
〕
安
住
さ
せ
、
悪
戒
の
〔
母
と
父
〕
に

勧
め
て
戒
を
持
た
せ
、〔
戒
に
〕
入
ら
せ
、〔
戒
に
〕
安
住
さ
せ
、
物
惜
し
み
を
す
る
〔
母
と
父
〕
に
勧
め
て
捨
施
を
行
わ
せ
、〔
捨
施

に
〕
入
ら
せ
、〔
捨
施
に
〕
安
住
さ
せ
、
悪
慧
の
〔
母
と
父
〕
に
勧
め
て
智
慧
を
起
こ
さ
せ
、〔
智
慧
に
〕
入
ら
せ
、〔
智
慧
に
〕
安
住

さ
せ
る
、
比
丘
た
ち
よ
、
実
に
こ
れ
に
よ
っ
て
母
と
父
に
対
す
る
返
恩
と
報
恩
と
善
行
を
な
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。」

　

次
に
、
こ
れ
ら
の
観
念
が
大
乗
仏
教
に
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
た
か
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
一
九
九
九
年
に
チ
ベ
ッ
ト

の
ポ
タ
ラ
宮
殿
に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
維
摩
経
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
（

（
35
）

V
im

alakīrtinirdeśa

）
を
例
に
と
り
、
そ
こ
に
お
け
る
「
知

恩
」
の
用
例
と
翻
訳
を
掲
げ
、
イ
ン
ド
大
乗
仏
教
に
お
け
る
そ
の
原
意
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

第
三
章
八
節
（
二
二
頁
）

　

evaṃ
 hi cittāvasthānena dharm

o deśayitavyaḥ. satvendriyakuśalena ca te bhavitavyaṃ
, sudṣṭaprajñādarśanena 

m
ahākaruṇām

ukhībhūtena m
ahāyānasaṃ

varṇakena buddhe ktajñena śuddhāśayena dharm
aniruktividhijñena, triratna-
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vaṃ
śānupacchedāya ca te dharm

o deśayitavyaḥ.
　
（
維
摩
は
目
蓮
に
言
っ
た

│
）「
…
…
こ
の
よ
う
な
点
に
留
意
し
て
法
を
説
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
衆
生
の
機
根
能
力
を
考
え
る
べ

き
で
す
。
よ
く
見
通
し
た
智
慧
に
よ
っ
て
、
大
慈
悲
を
起
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
乗
を
讃
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仏
陀
に
対
す
る
恩

を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
浄
ら
か
な
志
に
よ
っ
て
、
法
の
語
源
・
規
則
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
宝
の
家
系
を
絶
や
さ
な
い
た
め
に
、

法
を
説
く
べ
き
で
す
。」

第
三
章
六
六
節
（
四
一
頁
）

　

... tatra yuṣm
ābhir m

ārabhavane sthitābhir aparim
āṇāṃ

 devaputrāṇām
 apsarasāṃ

 ca bodhicittaṃ
 rocayitavyaṃ

. evaṃ
 

yūyaṃ
 tathāgatasya ktajñā bhaviṣyatha. sarvasatvānāṃ

 copajīvyā bhaviṣyatha

　
（
維
摩
は
天
女
た
ち
に
言
っ
た

│
）「
…
お
前
た
ち
が
魔
の
宮
殿
に
帰
っ
た
な
ら
ば
、
無
量
の
天
子
や
天
女
た
ち
の
菩
提
心
を
育
て

る
べ
き
で
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
お
前
た
ち
は
如
来
の
恩
を
知
る
も
の
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
一
切
衆
生
を
養
う
こ
と
と
な
る
で
し
ょ

う
。」

第
七
章
五
節
（
七
九
頁
）

　

... tasm
ān m

añjuśrīḥ pthagjanās tathāgatasya ktajñā, na śrāvakāḥ. tat kasm
ād dhetoḥ. pthagjanā hi buddhaguṇāñ śrutvā 

triratnavaṃ
śānupacchedāyānuttarāyāṃ

 sam
yaksaṃ

bodhau cittam
 utpādayānti. śrāvakāḥ punaḥ yāvajjīvam

 api buddha-

dharm
abalavaiśāradyāni śrutvānuttarāyāṃ

 sam
yaksaṃ

bodhau na śaktāś cittam
 utpādayitum

.

　
（
摩
訶
迦
葉
は
文
殊
に
言
っ
た

│
）「
…
文
殊
よ
、
そ
れ
ゆ
え
凡
夫
た
ち
は
如
来
の
恩
を
知
っ
て
い
る
の
に
、
直
弟
子
（
声
聞
）
た

ち
は
知
ら
な
い
の
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
凡
夫
は
仏
陀
の
徳
を
聞
い
て
、
三
宝
（
仏
・
法
・
僧
）
の
家
系
を
絶
や
さ
な
い
た
め
に
、
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無
上
の
正
し
い
さ
と
り
に
向
か
っ
て
発
心
し
ま
す
が
、
直
弟
子
た
ち
は
、
た
と
え
一
生
の
あ
い
だ
、
仏
陀
の
属
性
で
あ
る
十
力
や
四
無

畏
を
聞
い
た
と
し
て
も
、
無
上
の
正
し
い
さ
と
り
に
向
か
っ
て
発
心
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
す
」

　

こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
、
大
乗
経
典
で
説
か
れ
る
「
恩
」
は
、
仏
陀
も
し
く
は
如
来
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
こ
の

他
、「
感
恩
奉
仕
」
に
類
し
た
概
念
と
し
て
「
報
恩
」（
イ
ン
ド
撰
述
部
に
七
六
四
回
）
と
い
う
語
も
あ
る
。
ま
た
「
奉
仕
」
に
対
応
す
る

イ
ン
ド
的
表
現
と
し
て
は
「
親
近
（√

sev-, sevā-, sevana-

等
）」
が
あ
り
、
多
数
の
用
例
が
存
在
す
る
（
イ
ン
ド
撰
述
部
に
五
三
六
五

回
）。
こ
れ
ら
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
今
回
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　
「
極
愛
一
子
」
の
典
拠

　
「
極
愛
一
子
」
は
、
大
正
新
修
大
蔵
経
に
お
い
て
一
〇
の
文
献
に
計
一
八
回
用
い
ら
れ
、
そ
の
う
ち
イ
ン
ド
撰
述
部
に
限
定
す
る
と
、

四
つ
の
文
献
（
大
乗
理
趣
六
波
羅
蜜
多
経
、
大
般
涅
槃
経
（
二
種
）、
仏
説
施
餓
鬼
甘
露
味
大
陀
羅
尼
経
）
に
計
四
回
用
い
ら
れ
て
い
る
。

中
で
も
、
中
国
仏
教
で
影
響
力
が
大
き
か
っ
た
大
般
涅
槃
経
に
お
い

（
36
）

て
は
、「
極
愛
一
子
之
地
」「
一
子
地
」
が
説
か
れ
、
慈
・
悲
・
喜
を

修
す
る
こ
と
に
よ
り
、
も
ろ
も
ろ
の
衆
生
を
一
人
子
の
よ
う
に
愛
す
る
こ
と
の
で
き
る
境
地
が
得
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
仏

の
慈
悲
は
一
人
子
に
対
す
る
よ
う
に
衆
生
す
べ
て
に
注
が
れ
、
菩
薩
も
ま
た
そ
れ
に
習
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
思
想
は
、
大
乗
仏
教
に
通

底
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
維
摩
経
の
次
の
一
節
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

第
四
章
七
節
（
四
七
頁
）
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tadyathā m

añjuśrīḥ śreṣṭhina ekaputrako glāno bhavet. tasya m
ātāpitarāv api glānau syātām

. tāvac ca duḥkhitau bhavetāṃ
 

yāvan nāsāv ekaputrakas tayor vigatavyādhiḥ syāt. evaṃ
 m

añjuśrīḥ bodhisatvasya sarvasatveṣv ekaputrakaprem
a. sa 

satvaglānyena glāno bhavati, satvārogyāt tv arogaḥ. yat punar m
añjuśrīḥ evaṃ

 vadasi – kutaḥ sam
utthito vyādhir iti, 

m
ahākaruṇāsam

utthito bodhisatvānāṃ
 vyādhiḥ.

　
（
維
摩
は
文
殊
に
言
っ
た

│
）「
文
殊
よ
、
た
と
え
ば
、
金
持
ち
の
一
人
息
子
が
病
気
に
な
っ
た
と
き
、
そ
の
両
親
も
病
気
に
な
る

よ
う
な
も
の
で
す
。
そ
の
一
人
息
子
の
病
気
が
治
癒
し
な
い
か
ぎ
り
、
両
親
も
苦
し
み
続
け
る
の
で
す
。
文
殊
よ
、
こ
の
よ
う
に
菩
薩

は
一
切
の
衆
生
に
対
し
て
、
一
人
息
子
に
対
す
る
よ
う
な
愛
情
を
持
つ
の
で
す
。
彼
は
衆
生
の
病
気
に
よ
っ
て
病
気
に
な
り
、
衆
生
の

病
気
治
癒
に
よ
っ
て
無
病
と
な
る
の
で
す
。
文
殊
よ
、
こ
の
よ
う
に
あ
な
た
が
、『
病
気
が
ど
こ
か
ら
生
じ
た
の
か
？
』
と
問
う
な
ら

ば
、
菩
薩
の
病
気
は
偉
大
な
慈
悲
か
ら
生
じ
る
の
で
あ
り
ま
す
。」

　

こ
の
よ
う
な
仏
教
経
典
の
記
述
か
ら
、
長
谷
川
が
「
極
愛
一
子
主
義
」
と
い
う
理
念
を
引
き
出
し
て
、
自
分
の
も
の
と
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
に
は
、
結
核
と
の
闘
病
体
験
が
大
き
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
常
識
的
に
は
負
の
イ
メ
ー
ジ
の
強
い
病
気
す
ら
も
、
菩
薩
に
お

い
て
は
じ
つ
は
「
偉
大
な
慈
悲
」
か
ら
生
じ
て
い
る
の
だ
と
い
う
逆
説
的
な
維
摩
経
の
教
え
は
、
結
核
に
よ
っ
て
生
死
の
間
を
さ
ま
よ
っ

た
長
谷
川
の
心
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
た
で
あ

（
37
）

ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
法
華
経
の
長
者
窮
子
の
比
喩
（「
信
解
品
第
四
」
に
現
れ
る
）
は
父
親
（
仏
）
の
窮
子
（
衆
生
）
に
対
す
る
深
い
慈
悲
と
、

方
便
に
よ
っ
て
衆
生
を
導
く
様
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、「
極
愛
一
子
主
義
」
を
述
べ
る
際
に
は
、
当
然
、
長
谷
川
は
そ
れ
も
視
野
に
入

れ
て
説
い
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
あ
ら
た
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、
長
者
窮
子
の
比
喩
は
、
法
華
七
喩
の
う
ち
の
第
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二
で
あ
り
、
広
く
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
教
え
で
あ
っ
た
。

　
　
「
資
生
産
業
皆
是
仏
法
」
の
典
拠

　

こ
の
語
は
、
文
字
通
り
に
は
イ
ン
ド
の
経
典
に
は
現
れ
ず
、
中
国
・
日
本
に
お
け
る
註
釈
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
る
。『
総
合

佛
教
大
辞
典
』（
法
藏
館
、
一
九
八
七
年
）
に
は
「
治
世
産
業
皆
順
正
法
」
と
い
う
見
出
し
で
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

　

世
間
の
日
常
生
活
に
お
け
る
職
業
な
ど
の
俗
事
も
、
す
べ
て
仏
教
の
正
し
い
道
に
か
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
法
華
経
巻
第
六

法
師
功
徳
品
に
「
も
し
俗
間
の
経
書
、
治
世
の
語
言
、
資
生
の
業
務
を
説
く
も
皆
正
法
に
順
ず
」
と
あ
る
の
か
ら
出
た
語
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
法
華
経
巻
第
六
法
師
功
徳
品
（
羅
什
訳
）
に
あ
る
次
の
言
葉
が
典
拠
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　

若
説
俗
間
経
書
。
治
世
語
言
。
資
生
業
等
。
皆
順
正
法
。

　

こ
の
箇
所
に
対
応
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
と
和
訳
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
文
脈
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
以
下
に
段
落
ご
と
引

用
す
る
。

punar aparaṃ
 satatasam

itābhiyukta asya bodhisatvasya m
ahāsatvasya tathāgate parinirvṛte im

aṃ
 dharm

aparyāyaṃ
 

dhārayato deśayataḥ saṃ
prakāśayato likhato vācayatas tair dvādaśabhir m

anaskāraguṇaśataiḥ sam
anvāgataṃ

 m
anaindriyaṃ

 

pariśuddhaṃ
 bhaviṣyati / sa tena pariśuddhena m

ana-indriyeṇa yady ekagāthām
 apy antaśaḥ śroṣyati, tasya bahvartham
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ājñāsyati / sa tām
 avabudhya tannidānaṃ

 m
āsam

 api dharm
aṃ

 deśayiṣyati, caturm
āsam

 api saṃ
vatsaram

 api dharm
aṃ

 

deśayiṣyati / yaṃ
 ca dharm

aṃ
 bhāṣiṣyati, so ‘sya sm

ṛto na sa saṃ
pram

oṣaṃ
 yāsyati / ye kecil laukik ā lokavyavahārā 

bhāṣyāṇi vā m
antrā vā, sarvāṃ

s tān dharm
anayena saṃ

syandayiṣyati /

（
以
下
省
略
）      　

　
　
　
　

     (K
N
. pp. 371-372.)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
さ
ら
に
ま
た
、
常
精
進
よ
、
如
来
（
で
あ
る
私
）
が
完
全
な
涅
槃
に
は
い
っ
た
あ
と
で
、
こ
の
法
門
を
受
持
し
、
教
示
し
、
説
明

し
、
書
写
し
、
読
誦
す
る
、
そ
の
菩
薩
大
士
の
意
根
は
、
か
の
千
二
百
の
心
の
は
た
ら
き
の
徳
性
を
そ
な
え
、
完
全
に
清
浄
な
も
の
と

な
る
で
あ
ろ
う
。
彼
が
そ
の
清
浄
な
意
根
で
、
た
と
え
一
詩
頌
で
も
聞
く
な
ら
、
そ
の
（
詩
頌
の
も
つ
）
多
く
の
意
味
を
知
る
で
あ
ろ

う
。
そ
の
（
詩
頌
）
を
理
解
し
た
の
ち
、
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
は
一
ヵ
月
も
教
え
を
説
く
で
あ
ろ
う
。
四
ヵ
月
も
一
年
間
も
教
え
を
説
く

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
い
か
な
る
教
え
を
説
い
て
も
、
彼
は
そ
れ
を
記
憶
し
、
忘
れ
る
こ
と
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
通
俗
的
な
世
間
の
事
柄

に
せ
よ
、
呪
文
に
せ
よ
、
何
が
語
ら
れ
て
も
、
そ
の
す
べ
て
を
法
の
道
理
と
一
致
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。（
以
下
省
略
）（
松
濤
誠
廉
他
訳

『
大
乗
仏
典
４　

法
華
経
Ⅱ
』
中
央
公
論
社
、
一
五
九
〜
一
六
〇
頁
）

　　

下
線
部
に
対
応
す
る
岩
本
裕
の
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
「
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
世
俗
的
な
言
葉
や
俗
説
が
語
ら
れ
て
も
、
ま
た
、
呪
文
が
唱
え
ら
れ
て
も
、
彼
は
そ
れ
ら
の
す
べ
て
を
教
え

の
体
系
と
調
和
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。」（『
法
華
経
（
下
）』、
岩
波
文
庫
、
一
二
三
頁
）

　

原
文
に
は
や
や
曖
昧
な
点
が
あ
る
が
、
筆
者
に
よ
る
訳
も
以
下
に
示
し
て
お
こ
う
。

　
「
か
れ
は
い
か
な
る
世
俗
的
な
こ
と
〔
す
な
わ
ち
〕
世
俗
の
商
売
や
、
談
話
や
、

（
38
）

政
策
を
説
く
場
合
に
も
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
法
の
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体
系
と
調
和
さ
せ
る
で
あ
ろ（
39
）

う
。」

　

こ
れ
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
羅
什
訳
の
底
本
と
現
存
の
梵
本
は
多
少
異
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
羅
什
訳
に
対
応

す
る
正
確
な
原
語
は
確
定
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
下
線
部
の
趣
旨
は
「
法
華
経
と
い
う
法
門
を
受
持
し
、
学
び
続
け
る
菩
薩
は
、

世
俗
的
な
事
柄
に
つ
い
て
語
る
際
に
も
、
仏
陀
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
法
の
体
系
に
適
っ
た
も
の
と
し
て
そ
れ
を
行
な
う
」
と

い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
仏
陀
が
悟
り
、
語
っ
た
法
と
い
う
も
の
は
、
勝
義
諦
（
最
高
の
真
実
）
や
世
俗
諦
（
世
間

的
な
真
実
）、
あ
る
い
は
出
家
や
在
家
と
い
っ
た
一
切
の
限
定
の
な
い
普
遍
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
さ
ら
に
こ

の
論
理
を
進
め
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
一
般
社
会
（
世
間
）
に
お
い
て
真
実
と
さ
れ
る
も
の
に
は
、
そ
れ
だ
け
の
理
由
が
あ
り
、

仏
法
の
み
が
こ
の
世
の
中
で
尊
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
仏
教
者
が
と
か
く
陥
り
や
す
い
驕
慢
を
い
さ
め
た
文
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
批

判
の
対
象
は
あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
大
乗
仏
教
徒
が
小
乗
と
呼
ぶ
仏
教
徒
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
完
全
な
出
家
生
活
を
行
っ
て
い

る
た
め
、
世
俗
的
な
事
柄
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
な
い
の
に
対
し
、
信
者
に
在
家
者
が
多
か
っ
た
大
乗
仏
教
で
は
、
世
俗
的
な
事
柄
を
あ

る
限
定
の
も
と
で
肯
定
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
、
か
れ
ら
か
ら
非
難
の
目
で
見
ら
れ
て
い
た
（
あ
る
い
は
、
仏
教
徒
と
し
て
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
）
と
い
う
背
景
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
経
文
の
意
図
な
ら
び
に
背
景
は
以
上
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
学
祖
に
よ
る
「
大
乗
仏
教
精
神
」
の
解
説
に
戻
れ
ば
、
長
谷
川
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
組
織
的
な
仏
教
教
理
の
周
到
な
方
法
論
と
し

て
、「
資
生
産
業
皆
是
仏
法
」
を
教
科
課
程
と
す
る
教
育
を
、
徹
底
的
に
編
成
施
行
す
る
こ
と
」
と
は
、
わ
れ
わ
れ
が
行
う
社
会
的
な
活

動
す
べ
て
を
、
仏
陀
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
法
の
体
系
に
一
致
さ
せ
て
ゆ
く
た
め
の
教
育
を
構
築
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

（
40
）

ろ
う
。

『
大
乗
淑
徳
教
本
』
を
作
成
し
て
三
年
余
り
で
逝
去
し
た
学
祖
長
谷
川
良
信
が
、
往
生
に
臨
ん
で
そ
の
目
標
を
ど
こ
ま
で
達
成
で
き
た
と

考
え
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
追
求
し
続
け
る
中
に
こ
そ
大
乗
淑
徳
学
園
の
建
学
の
精
神
が
存
す
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
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お
わ
り
に

　

長
谷
川
が
、
そ
の
生
涯
を
か
け
て
培
っ
て
き
た
「
宗
教
・
教
育
・
社
会
事
業
の
三
位
一
体
」
の
事
業
理
念
は
、「
信
仰
・
智
恵
・
慈

悲
」
と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
実
践
に
よ
り
育
ま
れ
る
べ
き
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
三
好
一
成
氏
も
指
摘
し
て

い
る
よ

（
41
）

う
に
、
宗
教
法
人
大
巌
寺
、
学
校
法
人
大
乗
淑
徳
学
園
、
社
会
福
祉
法
人
マ
ハ
ヤ
ナ
学
園
の
三
法
人
に
具
現
化
し
て
い
く
も
の
で

あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
大
乗
淑
徳
学
園
の
学
祖
と
し
て
の
長
谷
川
良
信
の
教
育
理
念
を
考
え
る
に
当
り
、
仏
教
史
の
視
点
か
ら
の
考
察
を

試
み
、
そ
の
源
泉
が
大
乗
仏
教
経
典
に
あ
る
こ
と
は

│
こ
の
う
ち
一
部
は
パ
ー
リ
仏
典
の
思
想
と
も
重
な
る
が

│
ほ
ぼ
確
認
で
き
た

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
右
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
て
結
論
に
代
え
る
な
ら
ば
、
長
谷
川
良
信
と
い
う
人
は
、
大
乗
仏
教
の
伝
統
的

観
念
を
踏
ま
え
て
そ
の
意
義
を
継
承
し
つ
つ
も
、
現
代
に
生
き
る
人
々
に
適
合
し
た
、
新
た
な
仏
教
の
あ
り
方
を
模
索
し
続
け
た
人
物
と

い
え
る
で
あ

（
42
）

ろ
う
。

（
付
記
）
以
上
、
長
谷
川
良
信
の
教
育
理
念
を
主
に
仏
教
史
の
視
点
か
ら
見
て
き
た
が
、
筆
者
に
と
っ
て
は
三
年
間
の
共
同
研
究
を
終
え
て
み
て
も
、
長

谷
川
良
信
と
い
う
人
物
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事
業
展
開
の
多
彩
さ
ゆ
え
か
、
あ
る
い
は
溢
れ
出
る
信
仰
心
の
大
き
さ
ゆ
え
か
、
捉
え
難
い

部
分
が
依
然
と
し
て
大
き
く
残
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
長
谷
川
の
諸
活
動
を
時
代
別
に
区
別
し
て
論
じ
な
か
っ
た
が
、
事
業
の
変

遷
、
思
想
の

（
43
）

展
開
を
精
緻
に
追
う
た
め
に
は
、
そ
れ
も
当
然
必
要
な
作
業
と
な
ろ
う
。
そ
の
点
に
つ
い
て
読
者
諸
賢
は
、
本
共
同
研
究
な
ら
び
に
前

回
の
「
長
谷
川
良
信
に
関
す
る
総
合
研
究
」
の
諸
論
考
（『
長
谷
川
仏
教
文
化
研
究
所
年
報
』、
第
二
二
号
、
一
九
九
七
年
度
）
に
よ
っ
て
補
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
当
研
究
所
主
任
研
究
員
）
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註（
1
）
基
本
資
料
と
主
な
研
究
と
し
て
は
、
以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
（
刊
行
順
）。

　
　
『
近
代
日
本
仏
教
社
会
事
業
の
研
究

│
長
谷
川
良
信
と
マ
ハ
ヤ
ナ
学
園
』、
長
谷
川
仏
教
文
化
研
究
所
、
一
九
七
〇
年
。

　
　
『
仏
教
と
社
会
事
業
と
教
育
と

│
長
谷
川
良
信
の
世
界
』、
長
谷
川
仏
教
文
化
研
究
所
、
一
九
八
三
年
。

　
　
『
社
会
福
祉
法
人
マ
ハ
ヤ
ナ
学
園
六
十
五
年
史
』（
資
料
篇
・
通
史
篇
）、
マ
ハ
ヤ
ナ
学
園
、
一
九
八
四
年
。

　
　

長
谷
川
匡
俊
『
ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
ウ
ィ
ズ
ヒ
ム

│
長
谷
川
良
信
の
生
涯
』、
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
二
年
。

　
　
『
学
校
法
人
大
乗
淑
徳
学
園
一
〇
〇
年
史　

資
料
編
』、
大
乗
淑
徳
学
園
、
一
九
九
六
年
。

　
　
『
長
谷
川
仏
教
文
化
研
究
所
年
報
』、
第
二
二
号
（
特
集
・
長
谷
川
良
信
に
関
す
る
総
合
研
究
）、
一
九
九
七
年
度
。

　
　

長
谷
川
匡
俊
『
長
谷
川
良
信
の
ブ
ラ
ジ
ル
開
教

│
そ
の
理
念
と
実
践
』、
大
巌
寺
文
化
苑
出
版
部
、
二
〇
〇
三
年
。

　
　

長
谷
川
匡
俊
監
修
『
長
谷
川
良
信
全
集
』
全
四
巻
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
四
年
。

（
2
）
学
祖
の
教
育
事
業
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
論
考
に
詳
し
い
。
梅
原
基
雄
「
長
谷
川
良
信
の
教
育
思
想
」（『
長
谷
川
仏
教
文
化
研
究
所
年

報
』
第
二
二
号
、
一
九
九
七
年
度
、
一
三
一
〜
一
四
四
頁
所
収
）。

（
3
）『
大
乗
淑
徳
教
本
』、
大
乗
淑
徳
学
園
本
部
、
一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
四
月
八
日
発
行
、
一
頁
。

（
4
）
富
田
信
一
「
長
谷
川
良
信
先
生
と
「
謡
曲
」」『
仏
教
と
社
会
事
業
と
教
育
と
│
長
谷
川
良
信
の
世
界
』
長
谷
川
仏
教
文
化
研
究
所
、
一
九

八
三
年
、
九
一
〜
九
五
頁
所
収
、
九
一
頁
。
ま
た
、
学
祖
自
身
に
よ
る
次
の
発
言
は
、
学
祖
の
芸
術
観
を
知
る
う
え
で
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

　
　
「
…
…
そ
こ
で
巣
鴨
女
子
商
業
高
等
学
校
の
情
操
教
育
は
、
お
題
目
は
校
訓
第
三
條
に
「
純
情
奉
仕
」
と
う
た
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
女
性

特
有
な
純
情
一
路
を
社
会
奉
仕
的
行
動
主
義
に
よ
っ
て
厳
し
く
も
い
み
じ
く
裏
打
ち
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
て
居
る
。
そ
こ
で
私
は
、
本
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校
創
立
以
来
、
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
の
最
高
芸
術
で
あ
り
、
尚
そ
の
根
底
に
つ
い
て
佛
教
的
人
生
観
、
世
界
観
に
立
つ
所
の
「
謡
曲
仕

舞
」
を
以
て
情
操
教
育
の
た
て
糸
と
し
、
こ
れ
に
配
す
る
に
社
会
福
祉
施
設
へ
の
協
力
奉
仕
、
募
金
、
慰
問
、
供
養
等
を
横
糸
と
し
て
実
動

奉
行
す
る
事
を
奨
励
し
た
い
と
思
う
。」（
一
九
六
一
年
四
月
七
日
）『
長
谷
川
良
信
全
集
』
第
２
巻
、
五
八
七
頁
。

（
5
）
近
年
、
日
本
に
お
い
て
も
上
座
部
系
仏
教
の
布
教
活
動
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
伝
統
的
な
托
鉢
修

行
の
ス
タ
イ
ル
が
、
今
後
、
日
本
で
も
根
付
い
て
い
く
か
ど
う
か
は
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
。

（
6
）
中
村
元
ほ
か
編
『
岩
波
仏
教
辞
典
』、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
、「
観
音
経
」
の
項
。

（
7
）
渡
辺
海
旭
講
述
『
観
音
経
講
話
』、
京
文
社
書
店
、
一
九
三
三
年
。

（
8
）
渡
辺
海
旭
監
修
『
佛
教
聖
典
歎
異
抄
講
話
』、
佛
教
聖
典
刊
行
会
、
一
九
三
四
年
。

（
9
）
渡
辺
海
旭
「
大
乗
仏
教
の
精
神
」（
壺
月
全
集
刊
行
会
編
『
壺
月
全
集
』
下
巻
、
一
九
三
三
年
、
七
九
〜
九
五
頁
所
収
）。

（
10
）
長
谷
川
匡
俊
『
ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
ウ
ィ
ズ
ヒ
ム

│
長
谷
川
良
信
の
生
涯
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
二
年
、
二
〇
九
頁
。

（
11
）
川
端
幹
夫
「
長
谷
川
良
信
十
七
回
忌
に
偲
う
」『
仏
教
と
社
会
事
業
と
教
育
と

│
長
谷
川
良
信
の
世
界
』
長
谷
川
仏
教
文
化
研
究
所
、
一

九
八
三
年
、
一
〇
〇
〜
一
〇
三
頁
所
収
、
一
〇
二
頁
。

（
12
）『
如
来
蔵
系
経
典
』（
大
乗
仏
典
12
）、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
〇
年
、
六
二
頁
。

（
13
）
維
摩
経
自
体
に
も
、
天
女
が
仏
陀
の
直
弟
子
（
声
聞
）
た
ち
を
翻
弄
す
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
（
第
六
章
）。

（
14
）garbha-

と
い
う
語
に
は
、「
母
胎
」
と
「
胎
児
」
と
い
う
二
つ
の
意
味
が
あ
り
、tathāgatagarbha-

と
い
う
所
有
複
合
語
（B

ahuvrīhi

）
は

「
如
来
を
母
胎
に
も
つ
」
も
し
く
は
「
如
来
と
い
う
胎
児
を
も
つ
」
と
い
う
二
種
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
胎
内
に
如
来

を
宿
し
て
い
る
」
と
い
う
大
意
に
変
わ
り
は
な
い
。

（
15
）
長
谷
川
良
信
の
生
き
た
時
代
に
、
聖
徳
太
子
復
権
運
動
が
興
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
時
代
背
景
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
当
時
の
聖
徳

太
子
信
仰
の
興
隆
に
影
響
を
与
え
た
人
物
と
し
て
、
新
仏
教
運
動
に
関
わ
っ
た
高
島
米
峰
、
境
野
黄
洋
の
名
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
高
島
米
峰
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註　

の
活
動
に
つ
い
て
は
、
坂
本
慎
一
『
ラ
ジ
オ
の
戦
争
責
任
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
）、
二
〇
〇
八
年
、
に
詳
し
い
。

（
16
）
本
郷
真
紹
編
『
和
国
の
教
主　

聖
徳
太
子
』（
日
本
の
名
僧
①
）、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
、
七
六
頁
。

（
17
）
長
谷
川
匡
俊
『
ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
ウ
ィ
ズ
ヒ
ム
』、
一
四
九
頁
。

（
18
）
現
在
、
歴
史
学
の
世
界
で
は
聖
徳
太
子
の
実
在
性
が
疑
わ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
十
七
条
憲
法
と
三
経
義
疏
の
撰
述
者
と
し
て
信
じ
ら
れ
て
き

た
聖
徳
太
子
信
仰
が
果
た
し
て
き
た
役
割
の
大
き
さ
は
不
変
で
あ
る
。
聖
徳
太
子
の
歴
史
性
を
論
じ
る
こ
と
は
、
維
摩
、
文
殊
、
勝
鬘
ら
の

よ
う
な
仏
教
経
典
に
登
場
す
る
人
物
の
歴
史
性
を
論
じ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
歴
史
学
的
に
は
意
味
を
な
さ
な
い
が
、
維
摩
、

文
殊
、
勝
鬘
と
い
っ
た
菩
薩
た
ち
が
、
そ
の
存
在
を
歴
史
学
的
に
証
明
で
き
な
い
か
ら
と
い
っ
て
価
値
が
な
く
な
る
こ
と
が
な
い
の
と
同
様

に
、
聖
徳
太
子
の
重
要
性
も
不
変
で
あ
ろ
う
。

（
19
）
町
田
宗
鳳
『
法
然
対
明
恵

│
鎌
倉
仏
教
の
宗
教
対
決
』、
講
談
社
、
一
九
九
八
年
、
一
四
九
〜
一
五
〇
頁
。

（
20
）
長
谷
川
匡
俊
『
ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
ウ
ィ
ズ
ヒ
ム
』、
四
二
頁
。

（
21
）『
マ
ッ
ジ
マ
・
ニ
カ
ー
ヤ
（M

ajjhim
a-nikāya

）』
第
六
三
経
「
小
マ
ー
ル
キ
ヤ
経
（C

ūḷa-M
ārkya-sutta

）」（
和
訳
は
、
片
山
一
良
訳
『
中

部　

中
分
五
十
経
篇
Ⅰ
』、
大
蔵
出
版
、
一
九
九
九
年
、
二
一
九
〜
二
三
二
頁
）
参
照
。

（
22
）
学
祖
が
住
職
を
勤
め
た
大
巌
寺
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら
不
動
尊
が
ま
つ
ら
れ
て
お
り
（
正
確
な
年
次
は
不
明
）、
現
在
で
も
護
摩
供
養
が
行

わ
れ
て
い
る
。
長
谷
川
匡
俊
『
大
巌
寺
史
話
』
大
巌
寺
文
化
苑
出
版
部
、
二
〇
〇
一
年
、
一
八
九
〜
一
九
二
頁
。

（
23
）
ま
た
、
長
谷
川
は
、
短
期
大
学
の
本
尊
と
し
て
観
音
菩
薩
像
を
置
き
、
各
学
校
に
善
財
童
子
の
像
を
安
置
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

華
厳
経
入
法
界
品
も
愛
読
さ
れ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
短
期
大
学
の
観
音
菩
薩
と
善
財
童
子
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
詳
し
い
。

吉
野
正
孝
「
淑
徳
短
期
大
学
ご
本
尊

│
観
音
菩
薩
由
来
記
」『
淑
徳
短
期
大
学
三
十
年
の
歩
み
』、
淑
徳
短
期
大
学
、
一
九
七
七
年
、
四
四

〜
四
七
頁
所
収
。
ま
た
次
の
文
章
も
長
谷
川
の
仏
教
観
を
知
る
う
え
で
参
考
と
な
ろ
う
。

　
　
「
宗
教
と
社
会
事
業
と
教
育
と
を
も
っ
て
人
格
形
成
社
会
完
成
を
目
指
す
我
が
学
園
と
し
て
、
そ
の
根
本
の
大
御
親
は
、
阿
弥
陀
如
来
御
一
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体
に
帰
投
し
て
、
も
っ
て
充
分
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
弥
陀
広
大
の
恩
徳
を
そ
れ
ぞ
れ
に
代
表
し
代
理
す
る
諸
仏
、
諸
菩
薩
、
諸
大
賢
聖
を

ご
縁
に
随
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
讃
仰
申
し
上
げ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
た
め
に
本
学
園
施
設
の
そ
れ
ぞ
れ
に
は
、
弥
陀
尊
像
を
根
本
と
す
る
こ

と
勿
論
で
あ
る
が
、
私
な
り
の
仏
身
観
に
よ
っ
て
或
い
は
、
観
音
菩
薩
、
或
い
は
地
蔵
菩
薩
、
或
い
は
不
動
明
王
な
ど
そ
の
特
性
と
誓
願
と

徳
化
と
を
仰
い
で
、
こ
れ
を
ご
本
尊
に
安
置
し
奉
っ
て
そ
の
ご
守
護
を
請
う
て
い
る
の
で
あ
る
。」（『
長
谷
川
良
信
全
集
』
第
３
巻
、
日
本
図

書
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
四
年
、
六
四
頁
）

（
24
）
反
権
力
を
誇
示
し
な
い
と
い
う
意
味
で
、「
反
権
力
性
」
で
は
な
く
、
こ
の
用
語
を
用
い
た
。

（
25
）『
大
乗
淑
徳
教
本
』、
一
九
〇
〜
一
九
一
頁
。

（
26
）
大
正
新
修
大
蔵
経
の
検
索
に
つ
い
て
は
、『C

B
E

T
A

 C
hinese E

lectronic T
ripitaka C

ollection Feb. 2007, T
aisho T

ripitaka V
ol.1-55 &

 

85, Shinsan Z
okuzokyo (X

uzangjing) V
ol. 1-88

』
を
使
用
し
た
。

（
27
）
こ
の
他
に
、
維
摩
経
で
は
こ
れ
に
似
た
概
念
と
し
て
「
荘
厳
仏
土
成
就
衆
生
（buddhakṣetrālaṃ

kāra-satvaparipācana-

）」
と
い
う
も
の

も
説
か
れ
て
い
る
。

（
28
）『
長
谷
川
良
信
全
集
』
第
２
巻
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
四
年
、
六
一
三
頁
。

（
29
）
大
正
蔵
全
体
で
、
九
つ
の
文
献
に
計
一
〇
回
登
場
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
九
つ
の
文
献
の
う
ち
、
八
つ
ま
で
は
密
教
部
の
経
典
で
あ
り
、
そ

の
他
は
、
阿
弥
陀
経
疏
（N

o.1757

）
と
法
華
伝
記
（N

o.2068
）
で
あ
る
。

（
30
）
青
木
美
智
男
監
修
、
庄
司
拓
也
校
訂
『
近
世
社
会
福
祉
史
料
・
秋
田
感
恩
講
文
書
・
』
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
31
）
た
と
え
ば
、
現
在
の
西
南
女
学
院
大
学
（
西
南
女
学
院
は
一
九
二
二
年
設
立
）
の
建
学
の
精
神
もG

ratitude and Service

（
感
恩
奉
仕
）
で

あ
る
（http://w

w
w
.seinan-jo.ac.jp/univers/c00011.htm

l

）。
ま
た
、
九
州
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
（
前
身
は
九
州
女
学
院
、
一
九
二
六

年
設
立
）
も
「
感
恩
奉
仕
」
を
建
学
理
念
と
し
て
い
る
（http://w

w
w
.klc.ac.jp/outline/outline1.htm

l

）。
キ
リ
ス
ト
教
で
は
、
伝
統
的

に
デ
ィ
ア
コ
ニ
ア
（diakonia

ギ
リ
シ
ア
語
で
「
奉
仕
」
を
意
味
す
る
。「
仕
え
る
」
か
ら
派
生
し
た
名
詞
。）
と
い
う
概
念
が
重
視
さ
れ
、
こ
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れ
を
日
本
語
で
表
す
場
合
に
「
奉
仕
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
ヤ
ー
プ
・
フ
ァ
ン
・
ク
リ
ン
ケ
ン
著
、
小
塩

海
平
訳
『
デ
ィ
ア
コ
ニ
ア
と
は
何
か

│
義
と
あ
わ
れ
み
を
示
す
相
互
扶
助
』、
一
麦
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
に
詳
し
い
。
ま
た
、
関
西
福
祉

科
学
大
学
（
前
身
の
玉
手
山
高
等
女
学
校
の
設
立
は
、
一
九
四
二
年
）
の
建
学
の
精
神
は
「
感
恩
」
で
あ
る
（http://w

w
w
.gnac.jp/

pdfs2/37036.pdf

）。

（
32
）
長
谷
川
の
思
想
形
成
に
は
、
日
本
の
近
代
が
経
験
し
た
多
様
な
思
想
が
少
な
か
ら
ず
反
映
さ
れ
て
い
よ
う
。
佐
藤
貢
悦
氏
は
、
水
戸
学
の

遺
風
の
残
る
風
土
に
生
を
受
け
た
こ
と
は
、
生
涯
を
通
じ
て
皇
室
へ
の
強
い
尊
敬
の
念
を
持
ち
続
け
た
こ
と
に
も
無
縁
で
な
い
と
す
る
（
佐

藤
貢
悦
「
長
谷
川
仏
教
福
祉
思
想
の
理
念
構
成
に
関
す
る
試
論
」『
長
谷
川
仏
教
文
化
研
究
所
年
報
』、
第
二
二
号
、
一
九
九
七
年
度
、
一
一

〜
三
五
頁
）。
ま
た
、
学
祖
は
一
九
二
二
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
ア
メ
リ
カ
の
シ
カ
ゴ
大
学
、
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
女
子
社
会
事
業
学
校

（
現
・
ベ
ル
リ
ン
福
祉
大
学
）
に
留
学
し
て
お
り
、
そ
こ
に
お
い
て
当
然
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
事
業
の
理
念
を
も
学
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
学
祖
が
あ
え
て
水
戸
学
や
キ
リ
ス
ト
教
の
概
念
を
用
い
る
必
然
性
は
存
在
せ
ず
、
学
祖
に
と
っ
て
「
感
恩
奉
仕
」
は
あ
く
ま
で

仏
教
の
概
念
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
Ｆ
・
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
説
を
引
く
ま
で
も
な
く
、
言
語
に
と
っ
て
は
、
通
時
態
（
言
語

の
歴
史
的
変
遷
、
語
源
）
よ
り
も
共
時
態
（
話
者
の
意
識
上
に
現
れ
た
姿
）
の
方
が
決
定
的
に
重
要
だ
か
ら
で
あ
る
。

（
33
）
テ
ク
ス
ト
は
、C

haṭṭha-saṅgāyana T
ipiṭaka 4.0

か
ら
引
用
し
た
。

（
34
）
翻
訳
に
当
り
、
荻
原
雲
来
訳
（『
南
伝
大
蔵
経　

増
支
部
経
典
一
』
第
一
七
巻
、
大
蔵
出
版
、
一
九
三
五
年
、
九
三
〜
九
五
頁
）
を
参
照
し

た
。

（
35
）
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
梵
語
佛
典
研
究
会
『
梵
文
維
摩
經

│
ポ
タ
ラ
宮
所
蔵
写
本
に
基
づ
く
校
訂
』、
大
正
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇

六
年
。

（
36
）
大
般
涅
槃
経
（N

o. 374

、
曇
無
讖
訳
）、
大
正
蔵
一
二
巻
、
四
五
八
頁
、
下
。
大
般
涅
槃
経
（N

o. 375

、
慧
厳
等
訳
）、
大
正
蔵
一
二
巻
、

七
〇
一
頁
、
上
。
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（
37
）
長
谷
川
は
、
一
九
一
六
年
（
大
正
五
）、
二
六
歳
の
と
き
に
、
結
核
治
療
の
た
め
房
総
半
島
南
端
に
て
十
ヶ
月
に
お
よ
ぶ
療
養
生
活
を
送
っ

た
。
翌
一
九
一
七
年
に
は
、
渡
辺
海
旭
の
「
国
訳
維
摩
詰
所
説
経
」（『
国
訳
大
蔵
経
第
十
巻
』
国
民
文
庫
刊
行
会
、
所
収
）
が
出
版
さ
れ
て

お
り
、
長
谷
川
は
漢
文
で
も
読
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
維
摩
経
を
、
師
に
よ
る
国
訳
に
よ
っ
て
あ
ら
た
め
て
読
み
直
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
38
）
こ
のm

antra-

と
い
う
語
は
「
助
言
」
と
も
訳
せ
る
。
古
代
イ
ン
ド
に
お
い
て
、m

antrin-

（
文
字
通
り
に
は
「m

antra-

を
も
つ
者
、
政
策
を

も
つ
者
」）
は
「
大
臣
、
王
の
助
言
者
」
を
意
味
し
て
い
た
。

（
39
）
な
お
、
あ
る
ネ
パ
ー
ル
写
本
（K

' : H
. T

oda, Saddharm
apuṇḍarīkasūtra. N

epalese M
anuscripts (K

'), X
V

IIIX
X

V
II, T

okushim
a, 1982, 

p. 6.

）
は
、
最
後
をdharm

opanayena sandarśayiṣyati

と
す
る
。
こ
の
写
本
に
従
え
ば
、「
法
の
適
用
に
よ
っ
て
示
す
で
あ
ろ
う
」
と
訳
さ
れ

よ
う
。
最
後
の
語
をsaṃ

darśayiṣya(n)ti

と
す
る
写
本
は
こ
の
他
に
少
な
く
と
も
二
本
あ
る
（
ネ
パ
ー
ル
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、N

o. 4-21

、

東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
、N

o. 414

）。

　
　

さ
ら
に
参
考
ま
で
に
示
す
と
、
い
わ
ゆ
る
カ
シ
ュ
ガ
ル
本
は
、
次
の
よ
う
な
独
自
の
読
み
を
示
し
て
い
る
。

yāni kānicil lo(ki)kāni lokavyavahārāṇi loka(bh)ā(ṣy)ā(ṇi) lokam
aṃ

trāni lokaniruktiṃ
 vā sarvā(ṃ

)s tā[ṃ
]n dharm

ānu[pa](nay)e(na

（
以
下
数
文
字
欠
落
）（H

. T
oda : Saddharm

apuṇḍarīkasūtra : C
entral A

sian M
anuscripts R

om
anized T

ext, T
okushim

a, 1981, 

pp.176-177.

）

　
　
「
か
れ
は
い
か
な
る
世
俗
的
な
こ
と
〔
す
な
わ
ち
〕
世
俗
の
商
売
や
、
世
俗
の
談
話
や
、
世
俗
の
政
策
や
、
世
俗
の
訓
釈
を
説
く
場
合
に
も
、

そ
れ
ら
す
べ
て
を
法
の
適
用
に
よ
っ
て
…
」

（
40
）
学
祖
が
目
指
し
た
社
会
事
業
教
育
の
実
際
に
つ
い
て
は
、
渋
谷
哲
「
学
祖
・
長
谷
川
良
信
の
歩
ん
だ
学
校
教
育
に
お
け
る
社
会
事
業
教
育

の
過
程
」（
本
書
所
収
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
41
）
三
好
一
成
「
長
谷
川
良
信
に
お
け
る
事
業
展
開
の
理
念
と
方
法
」（『
長
谷
川
仏
教
文
化
研
究
所
年
報
』
第
二
二
号
所
収
）、
一
〇
一
頁
。

（
42
）
二
〇
世
紀
の
日
本
を
代
表
す
る
仏
教
学
者
の
一
人
に
し
て
、
真
言
宗
の
僧
侶
で
も
あ
る
渡
辺
照
宏
氏
が
一
九
五
八
年
に
出
版
し
た
『
日
本
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の
仏
教
』（
岩
波
新
書
）
と
い
う
書
物
は
、
二
〇
〇
三
年
に
六
三
刷
を
数
え
る
ほ
ど
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
い
る
が
、
浄
土
教
に
対
し
た

い
へ
ん
手
厳
し
い
評
価
を
下
し
、「
浄
土
教
の
近
代
化
は
な
お
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
渡
辺
氏
が

近
現
代
に
お
け
る
渡
辺
海
旭
・
長
谷
川
良
信
ら
の
社
会
的
活
動
の
実
態
を
知
っ
て
い
た
と
は
思
え
ず
、
現
在
の
学
問
的
水
準
か
ら
す
れ
ば
、

か
れ
ら
の
労
働
共
済
や
マ
ハ
ヤ
ナ
学
園
に
お
け
る
社
会
事
業
活
動
や
、
種
々
の
教
育
活
動
を
視
野
に
入
れ
て
、
少
な
く
と
も
近
現
代
に
つ
い

て
は
、
そ
の
記
述
を
全
面
的
に
あ
ら
た
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
筆
者
は
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
か
れ
ら
の
活
動
に
関
す
る

研
究
は
、
註（
１
）に
挙
げ
た
よ
う
に
一
九
九
〇
年
代
以
降
大
き
な
進
展
を
み
た
か
ら
で
あ
る
。
い
ま
だ
に
、
両
者
の
活
動
に
関
す
る
研
究
な

ら
び
に
資
料
の
公
開
は
途
上
に
あ
ろ
う
。
む
ろ
ん
、
渡
辺
海
旭
・
長
谷
川
良
信
の
両
者
や
矢
吹
慶
輝
と
い
っ
た
浄
土
宗
社
会
派
と
呼
ば
れ
た

人
々
の
活
動
が
、
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
そ
の
後
大
き
く
成
長
・
開
花
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
過
大
評
価
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
に
せ
よ
、「
仏
教
の
近
代
化
」
を
考
え
、
実
践
し
て
い
く
上
で
、
あ
ら
た
め
て
か
れ
ら
の
先
駆
的
試
み
と
そ
の
業
績
を
正
当
に
評

価
す
る
時
期
に
来
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

（
43
）
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の
文
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
長
谷
川
自
身
、
晩
年
に
な
っ
て
、
若
き
日
の
自
分
に
み
ら
れ
た
あ
る
種
の
粗
雑
さ
を

反
省
し
て
、
よ
り
細
や
か
な
福
祉
実
践
の
必
要
性
を
う
っ
た
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　
「
私
共
が
若
い
こ
ろ
漠
然
と
社
会
改
良
家
な
ど
と
気
を
負
う
て
、
病
弊
害
毒
に
充
ち
た
社
会
を
改
造
再
建
し
て
健
全
な
新
社
会
に
す
る
の
が

社
会
改
良
家
だ
、
社
会
に
向
っ
て
政
治
家
、
実
業
家
、
教
育
家
以
上
の
経
論
を
行
な
い
、
教
育
、
文
化
、
経
済
、
産
業
を
調
整
し
、
再
組
織

す
る
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
こ
そ
正
に
社
会
事
業
家
の
崇
高
な
る
任
務
だ
と
考
え
た
が
、
実
際
に
は
こ
の
よ
う
な
野
心
家
的
東
洋
豪
傑
的
粗
雑
な

考
え
で
は
、
社
会
の
再
編
や
構
成
な
ど
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
裏
付
け
と
し
て
の
キ
メ
の
細
か
い
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
や
実
践
的
な
グ
ル

ー
プ
指
導
の
積
み
重
ね
が
な
け
れ
ば
で
き
ぬ
こ
と
だ
が
、
さ
れ
ば
と
い
っ
て
地
区
組
織
と
か
地
域
福
祉
と
か
を
目
標
と
し
て
の
綜
合
的
、
組

織
的
、
系
統
的
な
取
り
進
め
の
努
力
な
く
し
て
は
、
社
会
全
体
の
改
良
進
歩
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。」（
一
九
六
三
年
一
一
月
一
五
日

記
）（『
長
谷
川
良
信
全
集
』
第
３
巻
、
四
二
〇
頁
）。
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